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希
望

あ
ふ

れ
  人

と
地

域
が

  輝
く

ま
ち

ゆ
め

主
な
内
容

表
紙
は
、
６
月
1
1
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
和
水
町
子
ど
も
会
球
技
大
会
の

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
様
子
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
必

死
に
ボ
ー
ル
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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三
角
灯
籠
に
込
め
る
想
い

　熊
本
地
震
か
ら
早
１
年
。
未

だ
復
興
に
は
至
ら
ず
、
苦
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
が

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
震
災
を
忘
れ
る
事
無

く
、
そ
し
て
未
来
へ
向
け
て
今

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達

へ
笑
顔
を
届
け
、
希
望
を
燃
や

せ
る
熊
本
県
の
和
水
町
で
あ
り

た
い
と
願
い
ま
す
。

　和
水
町
古
墳
祭
は
祖
先
を
敬

い
、
自
然
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
未
来
へ
の
光
を
灯
す
炎
の

祭
典
で
す
。
今
回
も
「
熊
本
の

炎
は
消
え
な
い
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
会
場
を
埋
め
尽
く
す
松

明
と
三
角
灯
籠
に
「
復
興
」、

そ
し
て
「
未
来
へ
の
希
望
」
の

想
い
を
込
め
開
催
し
ま
す
。

第

　代 

火
巫
女

　第

　回
和
水
町
古
墳
祭
の
ヒ

ロ
イ
ン
、
火
巫
女
役
に
藏
本
彩

加
（
く
ら
も
と

　あ
や
か
）
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
！
　藏
本

さ
ん
は
玉
名
市
在
住
。
玉
名
農

業
協
同
組
合
三
加
和
総
合
支
所

に
お
勤
め
で
す
。

「
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
火
巫
女
の
活
動
を
通

し
て
和
水
町
古
墳
祭
、
そ
し
て

和
水
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
藏
本
さ
ん
。

古
墳
祭
で
は
火
の
巫
女
と
し
て

神
火
の
運
び
、
舞
の
奉
納
、
そ

し
て
子
ど
も
達
に
親
し
み
あ
る

お
祭
り
に
し
た
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

塚
坊
主
古
墳
催
一
般
公
開

　普
段
は
保
存
の
た
め
に
公
開

さ
れ
て
い
な
い
装
飾
古
墳
を
和

水
町
古
墳
祭
に
あ
わ
せ
て
一
般

公
開
し
ま
す
。
千
年
以
上
前
に

描
か
れ
た
装
飾
古
墳
な
ら
で
は

の
壁
や
石
棺
の
浮
き
彫
り
、
線

刻
、
彩
色
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
御
覧
く
だ
さ

い
（
ガ
イ
ド
付
き
）

日
時
：
８
月
６
日
（
日
）

時
間
：
午
後
４
時
〜
午
後
７
時

場
所
：
塚
坊
主
古
墳

　
　（江
田
船
山
古
墳
公
園
内
）

費
用
：
無
料

松
明
行
列
参
加
募
集

　熊
本
夏
の
３
大
火
祭

り
の
和
水
町
古
墳
祭
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い

人
を
大
募
集
し
ま
す
。

今
回
か
ら
松
明
行
列
に

一
般
の
人
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
社
や
友
達
グ
ル
ー
プ
、

小
さ
な
お
子
様
も
保
護

者
同
伴
で
参
加
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ

か
ら
応
募
、
も
し
く
は

役
場
本
庁
商
工
観
光
課

に
あ
り
ま
す
応
募
用
紙

で
応
募
く
だ
さ
い
。（
衣

装
先
着
５
０
人
）

　
　
　
　ネ
ッ
ト
申
込
↓

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　毎
年
恒
例
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、
古
墳

祭
を
テ
ー
マ
と
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

期
間
中
の
風
景
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
祭

り
の
魅
力
を
表
現
し

た
写
真
を
お
送
り
下

さ
い
。

新
衣
装
＆

ア
ク
セ
サ
リ
ー

　約

　年
ぶ
り
に

火
巫
女
の
衣
装
が

新
し
く
な
り
ま
ま

し
た
。
火
巫
女
さ

ん
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
肥
後
民
家

村
の
ネ
ー
ム
レ
ス

（
木
工
館
）
に
ご
協

力
頂
き
制
作
。
よ

り
躍
動
的
で
魅
力
的
に
な
り
ま

し
た
。こ
ち
ら
に
も
注
目
で
す
！

塚坊主古墳虚空蔵塚古墳
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問い合わせ先　和水町古墳祭実行委員会（本庁商工観光課）　☎0968・86・5725

２ページ全体にCOCOAR2を
かざすと動画が見れます。
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た
い
と
願
い
ま
す
。

　和
水
町
古
墳
祭
は
祖
先
を
敬

い
、
自
然
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
未
来
へ
の
光
を
灯
す
炎
の

祭
典
で
す
。
今
回
も
「
熊
本
の

炎
は
消
え
な
い
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
会
場
を
埋
め
尽
く
す
松

明
と
三
角
灯
籠
に
「
復
興
」、

そ
し
て
「
未
来
へ
の
希
望
」
の

想
い
を
込
め
開
催
し
ま
す
。

第

　代 
火
巫
女

　第

　回
和
水
町
古
墳
祭
の
ヒ

ロ
イ
ン
、
火
巫
女
役
に
藏
本
彩

加
（
く
ら
も
と

　あ
や
か
）
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
！
　藏
本

さ
ん
は
玉
名
市
在
住
。
玉
名
農

業
協
同
組
合
三
加
和
総
合
支
所

に
お
勤
め
で
す
。

「
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
火
巫
女
の
活
動
を
通

し
て
和
水
町
古
墳
祭
、
そ
し
て

和
水
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
藏
本
さ
ん
。

古
墳
祭
で
は
火
の
巫
女
と
し
て

神
火
の
運
び
、
舞
の
奉
納
、
そ

し
て
子
ど
も
達
に
親
し
み
あ
る

お
祭
り
に
し
た
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

塚
坊
主
古
墳
催
一
般
公
開

　普
段
は
保
存
の
た
め
に
公
開

さ
れ
て
い
な
い
装
飾
古
墳
を
和

水
町
古
墳
祭
に
あ
わ
せ
て
一
般

公
開
し
ま
す
。
千
年
以
上
前
に

描
か
れ
た
装
飾
古
墳
な
ら
で
は

の
壁
や
石
棺
の
浮
き
彫
り
、
線

刻
、
彩
色
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
御
覧
く
だ
さ

い
（
ガ
イ
ド
付
き
）

日
時
：
８
月
６
日
（
日
）

時
間
：
午
後
４
時
〜
午
後
７
時

場
所
：
塚
坊
主
古
墳

　
　（江
田
船
山
古
墳
公
園
内
）

費
用
：
無
料

松
明
行
列
参
加
募
集

　熊
本
夏
の
３
大
火
祭

り
の
和
水
町
古
墳
祭
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い

人
を
大
募
集
し
ま
す
。

今
回
か
ら
松
明
行
列
に

一
般
の
人
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
社
や
友
達
グ
ル
ー
プ
、

小
さ
な
お
子
様
も
保
護

者
同
伴
で
参
加
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ

か
ら
応
募
、
も
し
く
は

役
場
本
庁
商
工
観
光
課

に
あ
り
ま
す
応
募
用
紙

で
応
募
く
だ
さ
い
。（
衣

装
先
着
５
０
人
）

　
　
　
　ネ
ッ
ト
申
込
↓

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　毎
年
恒
例
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、
古
墳

祭
を
テ
ー
マ
と
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

期
間
中
の
風
景
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
祭

り
の
魅
力
を
表
現
し

た
写
真
を
お
送
り
下

さ
い
。

新
衣
装
＆

ア
ク
セ
サ
リ
ー

　約

　年
ぶ
り
に

火
巫
女
の
衣
装
が

新
し
く
な
り
ま
ま

し
た
。
火
巫
女
さ

ん
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
肥
後
民
家

村
の
ネ
ー
ム
レ
ス

（
木
工
館
）
に
ご
協

力
頂
き
制
作
。
よ

り
躍
動
的
で
魅
力

的
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に

塚坊主古墳虚空蔵塚古墳

3347

20

約７００個の灯籠に想いを
込めて江田船山古墳を彩り
ます

問い合わせ先　和水町古墳祭実行委員会（本庁商工観光課）　☎0968・86・5725

２ページ全体にCOCOAR2を
かざすと動画が見れます。
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　５月24日（水）～30日（火）までの７日間、午後７時
30分から１時間半程度、町内の各地区、計７カ所で、行政
報告会を開催しました。この行政報告会は福原町長の就任
以来、初めての開催となりました。
　報告会の前半は、町長をはじめ各課長から、町行政の重
点施策や各地域の課題などについて報告を行いました。そ
の後、参加された皆さんから、さまざまなご意見やご質問
があり、町民の方との意見交換を行う、大変貴重な時間と
なりました。
　なお、主な報告内容は次のとおりでした。

　６月３日（土）、和水町体育館でバレーボール男子Ｖプレミアリーグの「サントリーサンバーズ」のバレー
教室があり、中学生約170人が日本トップクラスの選手の指導を受けました。
　これは、サントリーグループの社会貢献活動の一環で開催。和水町をはじめ山鹿市や玉名市の中学生が参加
しました。
　元男子日本代表でサントリーサンバーズの監督を務める荻

おぎ

野
の

正
まさ

二
じ

さんや熊本県出身の岡
おか

本
もと

祥
しょう

吾
ご

選手などが、
スパイクを打つ時に踏み出す足の位置や腕の動かし方などを丁寧に指導。最後に選手たちが力強いスパイクを
打つと大きな歓声が起こりました。

　５月18日（木）、役場本庁でマツカワ物流（内田）の
ラッピングトラックのお披露目が行われました。これはマ
ツカワ物流が和水町のPRを行おうと企画したものです。
　側面には、和水町古墳祭の松明行列や石人など江田船山
古墳に関するものと、健康を祈願する「八つの神様」キャラ
クターが描かれました。
　また後面には、2019年ＮＨＫ大河ドラマの主人公に決
定した金栗四三氏の直筆の「体力・氣力・努力」の文字が
描かれました。
　このトラックで九州全域を走り、和水町をPRします。

　５月27日（土）、玉名市天水体育館および天水中体育館
で県中学バレーボール選手権大会玉名郡予選会が行われ、
粘り強くボールを繋いだ菊水中が見事に優勝しました。初
戦で三加和中に勝利した菊水中は、決勝で南関中と対戦。
他を寄せ付けない圧倒的な強さで勝利し優勝しました。菊
水中女子バレーボール部がこの大会で優勝したのは２年ぶ
りとなりました。

初戦　菊水中　２－０　三加和中（25－18、25－12）
決勝　菊水中　２－０　南関中　（25－12、25－12）

　５月23日（火）、下津原中区公民館で行政情報配信シス
テムの説明会が行われました。
　これは、下津原中区長の庄

しょう

山
やま

慶
けい

司
し

さんが毎週１回定期的
に開催しているものです。この日は集まった15人に対し
て、操作の仕方や方法などを教えていました。下津原中区
では公民館に光BOXを接続し、地域の憩いの場として活用
されています。具体的には、公民館での健康体操やカラオ
ケなどを行い楽しまれています。その他にも、下津原中区
をドローンで撮影した動画のほか、インターネットが利用で
き、区民どうしの話のきっかけになっています。
　光BOXは、光回線を通していれば和水町ホームページや
町の動画などをテレビで見ることができるサービスです。無
償で貸与できますので、光BOXを希望される人はお問い合
わせください。

行政報告会の様子

指導を受ける生徒たち

荻野監督に指導してもらう中学生たち サントリーサンバーズの社会貢献活動として、
和水町内外から約170人が参加しました。

ラッピングトラックお披露目の様子

優勝した菊水中女子バレーボール部のメンバー

操作方法を教える区民の皆さん

サントリーサンバーズがバレー教室を開催和水町をＰＲ！ラッピングトラックが走行開始

菊水中女子バレーボール部が２年ぶりの優勝

光ＢＯＸを活用し、公民館を地域の憩いの場に
～下津原中区で行政情報配信システムの説明会を開催～

行政報告会を開催しました

報告内容 担当課
１ 財政状況について 総務課
２ 公共施設の今後の取り扱いについて 総務課・農林振興課
３ おでかけ交通について まちづくり推進課
４ 町立病院の今後の方向性について 町立病院
５ 国保運営の都道府県化（概要）について 税務住民課
６ 町内小中学校の施設整備及び菊水地区の学校統廃合事業について 学校教育課

　問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課
　　　　　　地域振興係　☎0968・86・5721

まちの話題
TOWN TOPICS
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　５月24日（水）～30日（火）までの７日間、午後７時
30分から１時間半程度、町内の各地区、計７カ所で、行政
報告会を開催しました。この行政報告会は福原町長の就任
以来、初めての開催となりました。
　報告会の前半は、町長をはじめ各課長から、町行政の重
点施策や各地域の課題などについて報告を行いました。そ
の後、参加された皆さんから、さまざまなご意見やご質問
があり、町民の方との意見交換を行う、大変貴重な時間と
なりました。
　なお、主な報告内容は次のとおりでした。

　６月３日（土）、和水町体育館でバレーボール男子Ｖプレミアリーグの「サントリーサンバーズ」のバレー
教室があり、中学生約170人が日本トップクラスの選手の指導を受けました。
　これは、サントリーグループの社会貢献活動の一環で開催。和水町をはじめ山鹿市や玉名市の中学生が参加
しました。
　元男子日本代表でサントリーサンバーズの監督を務める荻

おぎ

野
の

正
まさ

二
じ

さんや熊本県出身の岡
おか

本
もと

祥
しょう

吾
ご

選手などが、
スパイクを打つ時に踏み出す足の位置や腕の動かし方などを丁寧に指導。最後に選手たちが力強いスパイクを
打つと大きな歓声が起こりました。

　５月18日（木）、役場本庁でマツカワ物流（内田）の
ラッピングトラックのお披露目が行われました。これはマ
ツカワ物流が和水町のPRを行おうと企画したものです。
　側面には、和水町古墳祭の松明行列や石人など江田船山
古墳に関するものと、健康を祈願する「八つの神様」キャラ
クターが描かれました。
　また後面には、2019年ＮＨＫ大河ドラマの主人公に決
定した金栗四三氏の直筆の「体力・氣力・努力」の文字が
描かれました。
　このトラックで九州全域を走り、和水町をPRします。

　５月27日（土）、玉名市天水体育館および天水中体育館
で県中学バレーボール選手権大会玉名郡予選会が行われ、
粘り強くボールを繋いだ菊水中が見事に優勝しました。初
戦で三加和中に勝利した菊水中は、決勝で南関中と対戦。
他を寄せ付けない圧倒的な強さで勝利し優勝しました。菊
水中女子バレーボール部がこの大会で優勝したのは２年ぶ
りとなりました。

初戦　菊水中　２－０　三加和中（25－18、25－12）
決勝　菊水中　２－０　南関中　（25－12、25－12）

　５月23日（火）、下津原中区公民館で行政情報配信シス
テムの説明会が行われました。
　これは、下津原中区長の庄

しょう

山
やま

慶
けい

司
し

さんが毎週１回定期的
に開催しているものです。この日は集まった15人に対し
て、操作の仕方や方法などを教えていました。下津原中区
では公民館に光BOXを接続し、地域の憩いの場として活用
されています。具体的には、公民館での健康体操やカラオ
ケなどを行い楽しまれています。その他にも、下津原中区
をドローンで撮影した動画のほか、インターネットが利用で
き、区民どうしの話のきっかけになっています。
　光BOXは、光回線を通していれば和水町ホームページや
町の動画などをテレビで見ることができるサービスです。無
償で貸与できますので、光BOXを希望される人はお問い合
わせください。

行政報告会の様子

指導を受ける生徒たち

荻野監督に指導してもらう中学生たち サントリーサンバーズの社会貢献活動として、
和水町内外から約170人が参加しました。

ラッピングトラックお披露目の様子

優勝した菊水中女子バレーボール部のメンバー

操作方法を教える区民の皆さん

サントリーサンバーズがバレー教室を開催和水町をＰＲ！ラッピングトラックが走行開始

菊水中女子バレーボール部が２年ぶりの優勝

光ＢＯＸを活用し、公民館を地域の憩いの場に
～下津原中区で行政情報配信システムの説明会を開催～

行政報告会を開催しました

報告内容 担当課
１ 財政状況について 総務課
２ 公共施設の今後の取り扱いについて 総務課・農林振興課
３ おでかけ交通について まちづくり推進課
４ 町立病院の今後の方向性について 町立病院
５ 国保運営の都道府県化（概要）について 税務住民課
６ 町内小中学校の施設整備及び菊水地区の学校統廃合事業について 学校教育課

　問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課
　　　　　　地域振興係　☎0968・86・5721

まちの話題
TOWN TOPICS
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肥後民家村の工房がコラボレーション　五感で楽しむ朗読コンサートを開催

　６月11日（日）、スカイドーム2000と三加和グラウンドで平成29年度和水町子ども会連合会球技大会が
開催されました。熱戦の結果、ビーチボールバレーの部ではＡパートは全笑（菊水中央）、Ｂパートは西っ子
キッズ（菊水西）が、ソフトボールの部ではＡパートは菊水中央Ａ、Ｂパートは菊水東が優勝しました。
　男子はソフトボール、女子はビーチボールバレーが行われ、子どもたちは４月からそれぞれの監督の指導の
もと、一生懸命練習しこの大会に臨みました。大会当日、声を掛けあいながらボールを拾い、一生懸命走る姿
がとても印象的でした。
　Ａパートで優勝した２チームは、和水町の代表として7月16日（日）に長洲町で開催される郡大会へ出場さ
れます。出場される監督・選手の皆さん、精一杯頑張ってください！

ソフトボールＡパートで優勝した
菊水中央Ａチーム

ビーチボールバレーＡパートで
優勝した全笑（菊水中央）チーム

アタックを打つ子ども

　６月４日（日）、肥後民家村内蕎麦屋木阿彌で朗読コン
サート「篠笛と日本の昔話」が行われました。
　これは、肥後民家村に工房を構える「篠笛工房山彦」の
高
たか

原
はら

正
まさ

義
よし

さん、「夜川けんたろう絵本工房」の夜
よ

川
かわ

けんた
ろうさん、「蕎麦屋木阿彌」の中

なか

原
はら

邦
くに

雄
お

さんの３人が、日
本の素晴らしい文化を知ってもらおうと企画しました。
　当日は、高原さんの篠笛でスタートし、夜川さんが絵本
を朗読。また「蕎麦屋木阿彌」は、そば粉を使用した和菓
子・そば茶が提供され、子どもからお年寄りまでの来場者
30人が五感で楽しみ、ゆっくりしたひとときを過ごしまし
た。

篠笛を吹く高原さん

子どもたちの白熱した戦い　～和水町子ども会連合会球技大会～

ビーチボールバレーの部
Aパート Bパート

優　勝 全笑（菊水中央） 西っ子キッズ（菊水西）
準優勝 花簇with.J（菊水南） 花簇フラワーズ（菊水南）
３　位 以心伝心（三加和） なかよし（菊水中央）

ソフトボールの部
Aパート Bパート

優　勝 菊水中央A 菊水東
準優勝 三加和S 菊水中央B
３　位 菊水南 西っ子ナイン（菊水西）

まちの話題
TOWN TOPICS
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　　　　　　　（安　しん子ちゃん）

　なごワン！突然「民事訴訟管理センター」から「総合消費料金未納分訴訟最終通知書」が届い
たけど、どうしたらいいの？財産を差し押さえすると書かれているからすぐに記載の電話番号に
掛けた方がいいのかな？

　　　　　　　（なごワン）

　慌てて電話を掛けたらダメだワン!!
　今、郵便ハガキやメールによる架空請求やアダルトサイトからの架空請求（ワンクリック詐欺）
などの相談が多くなっているワン。

　　　　　　　（安　しん子ちゃん）

　そうなんだね。ハガキで送られてきても架空請求の場合があるんだね。

　　　　　　　（なごワン）

　そうだワン。
① 慌てて電話をかけない
　「期日までに連絡するように」と書いてあっても、決して連絡をしない。
② すぐに支払いをしない

「訴訟を起こす」「弁護士対応になる」「財産差し押さえをする」など不安をあおるような事
 を言われても、すぐに支払わない。

　少しでも怪しいなと思ったら和水町総務課　消費生活相談窓口に相談することが大切だワン。

　今年も『敬老の日』の行事として、『金婚等表彰式』を行います。
　本人の申請に基づき対象者の把握を行いますので、当てはまる人は７月14日（金）までに、お住ま
いの区長へご連絡をお願いします。
　※ここで得た個人情報は、金婚等表彰式および広報以外には利用しません。

　○プラチナ婚　　（結婚70年）昭和22年１月１日～昭和22年12月31日
　○ダイヤモンド婚（結婚60年）昭和32年１月１日～昭和32年12月31日
　○金婚　　　　　（結婚50年）昭和42年１月１日～昭和42年12月31日

毎週月曜日（※祝日は除きます）午前９時～午後４時
和水町役場本庁２階
※相談希望の場合は、事前に電話連絡をお願いします。

消費生活相談

対象者（入籍日、または夫婦として生活を始められた日）

Ｑ

A

Ｑ

A

問い合わせ先　本庁　総務課　総務係
☎0968・86・5720

 問い合わせ先　本庁　健康福祉課　福祉係　　　☎0968・86・5724
 　　　　　　　総合支所　住民課　健康福祉係　☎0968・34・3111（内線765）
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消費生活Ｑ＆Ａ　架空請求

金婚等表彰式の対象者は区長へ連絡ください

僕の名前は「なごワン」。
消費生活Ｑ＆Ａを紹介するワン。
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　がんは日本人の死亡原因の第１位です。現在、日本人の約２人に１人が「が
ん」になり、死亡者の約３人に１人が「がん」で亡くなっています。
　特に、乳がんは女性がかかるがんの中で一番多く発症し、40～50歳代をピーク
に発症や死亡する人が増加しています。また、子宮頸がんはウイルス感染で20～
30歳代の女性に急増しています。早期発見・早期治療のためにも、がん検診を受
けましょう。

乳がん・子宮頸がん検診を受けましょう!!

乳がん

乳がんで亡くなる人（女性）の数は？

2015 年　部位別がん死亡数

2015年データでみると、がんで亡くなる
女性のうち、乳がんで亡くなる人の数は
13,584人で全体の第５位となっていま
す。乳がんは、早期に発見し適切な治療を受
けた場合、90％以上は治るといわれていま
す。

子宮頸がん

若い世代に多い子宮頸がん

20代～30代女性の子宮頸がん発症率（10万人あたり）

20代、30代の女性がかかるがんの中で最
も多いのが子宮頸がんです。その発症率は、
年々増加傾向にあります。若いうちから検診
を受けましょう。

増加する子宮がんと死亡者数

2015年　部位別子宮がん死亡数（女性）

参考：公益財団法人　日本対がん協会ホームページより

2015年のデータで見ると6,429人で、10
年前よりも1,048人増加しています。

2005年

5,381人

2015年

増加

6,429人

⬆

部位 人数
１位 大腸 22,881人
２位 肺 21,170人
３位 胃 15,870人
４位 膵臓 15,680人
５位 乳房 13,584人

Data

Data Data

増加する乳がんの罹患者数
り

乳がん罹患者数の増加（女性）

乳がんは、女性がかかるがんの中で最も多い
がんで、近年増えています。数年前までは
20数人に１人と言われていましたが、最近
では12人に１人とされています。

2005年

50,695人

2012年

増加

73,997人

⬆

Data
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検診を受診することが、がんの早期発見につながります。
早期発見・早期治療のためにも、がん検診を受けましょう!!

　平成29年度も個別医療機関での乳がん・子宮頸がん検診を実施します。対象者は、次のとおりです。

１．対象者
　　【乳がん検診対象者】30歳以上の偶数年齢の女性
　　【子宮頸がん検診対象者】20歳以上の偶数年齢の女性
　　　※今年度が奇数年齢の女性は、平成30年度に対象者となる予定です。
２．検診内容
　　【乳がん検診】問診・視触診・マンモグラフィー（40歳以上）または超音波検査（40歳未満）
　　【子宮頸がん検診】問診・視診・内診・細胞診
　　　※乳がん検診の視触診は、医療機関によっては未実施のところもあります。
　　　※上記以外の検査を受けられる場合は、個人負担となりますのでご注意ください。
３．検診料金
　　乳がん検診：700円、子宮頸がん検診：600円

※年度末年齢が20歳、40歳の人は、上記料金が無料になります。無料クーポン券を５月中旬に
配布しておりますのでご確認ください。

４．検診の受診方法
「検診受診券」が必要です。ご希望の人は健康福祉課までご連絡ください。「検診受診券」の交
付を受けた後、医療機関一覧からご希望の医療機関へ直接予約し受診してください。

５．検診実施期間
　　６月１日（木）～12月31日（日）

※医療機関によって受診可能な曜日・時間帯が違いますので、直接医療機関へお問い合わせく
ださい。

６．検診受診時に持っていくもの
　　①検診受診券　②健康保険証　③検診料金
７．検診が受けられる医療機関（すべて事前予約が必要です）
　　※年齢に応じ、受診可能な医療機関が異なりますのでご注意ください。

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

№ 医療機関名 住所 電話番号
乳がん検診

子宮頸がん
検診

40歳以上 40歳未満
マンモグラフィ 超音波検査

1 熊本県総合保健センター
（無料クーポン対象者のみ）

熊本市東区東町
４丁目11番１号

096－365－2323 ○ ○ ○

2 公立玉名中央病院付属健診センター 玉名市中1947番地 0968－73－6135 ○ × ○

3 山鹿市民医療センター 山鹿市山鹿511番地 0968－44－3633 ○ × ○

4 玉名地域保健医療センター 玉名市玉名2172番地 0968－72－5111 ○ ○ ×

5 河野クリニック
玉名市繁根木131－1
司ビル２階

0968－72－2345 ○ ○ ×

6 坂本産婦人科クリニック 玉名市高瀬38番地 0968－74－2045 × × ○
7 下川産婦人科医院 玉名市中1806番地 0968－73－3527 × × ○
8 井上産婦人科医院 山鹿市大橋通503－1 0968－44－6615 × × ○

9 清田産婦人科医院
熊本市北区植木町
一木178－4

096－273－4111 × × ○
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国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ

８月から保険証が切り替わります

国民健康保険（国保）

後期高齢者医療

　保険証の有効期間は、８月１日～平成30年７月31日までの１年間です。
　新しい保険証は７月中に簡易書留で郵送いたします。
　現在お持ちの保険証、限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証については、８月
１日以降に破棄していただきますようお願いします。

◎保険証の色について
保険証の色について、次のとおり変更します。

★　一般被保険者 …… 薄むらさき色　➡　薄みどり色
★　退職被保険者 …… もも色　➡　クリーム色

◎70歳～74歳の国保被保険者の保険証について
70歳～74歳の国保被保険者に対しては、負担割合を記載した保険証を送付いたします。
※今後、有効期間内に70歳の誕生日を迎えられる場合、誕生日の月（1日生まれの人は前月）に負
担割合を記載した保険証を送付します。
※平成26年度から、自己負担額が下表のとおり変更になっています。

◎限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証について
現在、限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの人で、８月１日以降も

必要な場合は、改めて申請が必要です。下記担当課にお問い合わせください。

◎保険証の色について
保険証の色について、次のとおり変更します。

　　　橙色（オレンジ色）　➡　水色

◎限度額適用・標準負担額減額認定証について
既に「限度額適用・標準負担額減額認定証」（橙色）をお持ちの人は、新しい「限度額適用・標

準負担額減額認定証」（水色）を保険証と一緒に送付します。
また、入院中（予定）の人でまだ「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちでない人は、
下記にお問い合わせください。
※「限度額適用・標準負担額減額認定証」は、平成29年度（平成28年中の所得金額）の市町村民
税の課税状況をもとにして、世帯の全員が市町村民税非課税の人が対象となります。

S19.４.１以前生まれ S19.４.２以降生まれ
１割 ２割

現役並みの所得者
３割

平成26年度から

問い合わせ先　本庁　税務住民課　国保年金係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線751）
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平成29年７月まで 平成29年８月から

適用区分 外来＋入院
（世帯ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）
外来

（個人ごと）

現
役
並
み

課税所得
145万円
以上の人

44,400円

80,100円＋
（医療費－267,000円）

×１％

【多数回44,400円】
（※２）

57,600円

80,100円＋
（医療費－267,000円）

×１％

【多数回44,400円】
（※２）

一
般

課税所得
145万円
未満の人
（※１）

12,000円 44,400円 ➡ 14,000円
（年間上限
144,000円）

57,600円
【多数回44,400円】

（※２）

住
民
税
非
課
税

Ⅱ住民性
非課税世帯

8,000円

24,600円

8,000円

24,600円

Ⅰ住民性
非課税世帯

（年金収入80万
円以下など）

15,000円 15,000円

どの適用区分に該当するかは、被保険者証、または限度額認定証でご確認いただけます。

※１　世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし
書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。

※２　過去12カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上
限額が下がります。

70歳以上の人の上限額（月ごと）

　高額療養費とは、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、お支
払いいただいた分を払い戻す制度です。上限額は個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。
　全ての人が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高齢者と若者の間での世代間の公平
が図られるよう、平成29年８月から、70歳以上の方の上限額が下表のように変わります。

問い合わせ先　本庁　税務住民課　国保年金係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線751）

国民健康保険、後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ

８月から70歳以上の人の高額療養費の上限額が変わります
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座　席 ＳＡ席

チケット価格
高校生以下　無料（通常1,600円）
一　般　５００円（通常3,300円）

販売時間 午後４時30分～６時30分

販売場所 和水町専用チケット販売ブース（入場ゲート付近）

期　日 キックオフ 対戦相手 会　　場

７月 8日 午後６時 水戸ホーリーホック ケーズデンキスタジアム水戸

７月16日 午後７時 ジェフユナイテッド千葉 えがお健康スタジアム

７月22日 午後７時 ザスパクサツ群馬 正田醤油スタジアム群馬

７月30日 午後７時 名古屋グランパス えがお健康スタジアム

節 期　日 対戦相手 結　果 得点者

第18節 ６月11日 V.ファーレン長崎 ０－１　負け ―

第19節 ６月17日 徳島ヴォルティス ０－３　負け ―

和水町は、ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ！」に任命
されています。
その時々のロアッソ情報を広報なごみに掲載していきます
ので、みんなでロアッソを応援していきましょう。

　なかなか勝ちに恵まれないロアッソ。ただ、監督交代をきっかけに、盛り返しに期待です。
　７月30日（日）のホームゲームは、「和水町タウンデー」です。対戦相手は昨シーズンＪ１
の強豪、名古屋グランパス！好ゲームが期待されます。
 なお、当日は次のとおり観戦チケットの割引制度がありますので、ぜひスタジアムにお越しくださ
い。

※この価格でのチケット販売は７月30日のみです。
※チケット購入には、和水町に在住、通学、通勤を証明できる物が必要です。

2017明治安田生命Ｊ２リーグ（第19節終了時で、19位）

今後のスケジュール（網掛けは、ホームゲーム開催）

ロアッソ熊本「赤馬だより」 Vol.3
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農
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課

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　企画調整係　☎0968・86・5721
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　町内への企業立地を促進し、地域経済の活性化並びに雇用及び就業機会の創出を図るため、新たに
「和水町企業振興補助金」を創設しました。工場などの新規立地や規模拡張の際に次の優遇措置をご活用
いただけます。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
【施行日】平成29年４月１日

和水町企業振興補助金を創設しました

　こんにちは。和水町に家族で移住し、和水町の地域お
こし協力隊として、２年半が経過しました猪口です。
　現在、協力隊の主な活動として、眠っている町内の
空き家を少しでも有効活用するため空き家バンク制度
などの移住定住推進支援を行っています。また、移住
者として、和水町の感想や多くの魅力を空き家見学者
や東京・大阪で開催の移住相談会で訪れた人へお伝え
しています。
　空き家バンクに登録されている空き家の多くは改修
が必要ですが、見学者の中には「（もし成約できた
ら）改修費用は私が負担しますよ」「日曜大工が好き
なので古民家改修に興味があります」という人もお
り、改修費用を負担してでも和水町に移住したいとい
う人もいます。移住後のトラブル防止のため、空き家
の見学者には移住したら　地域集落の人達を慕うこ
と”　地域の伝統を敬うこと”　集落行事に積極的に
参加すること”がとても重要であることをお伝えして
います。
　和水町には300件近くの空き家があり、そのなか

で、空き家バンクの空き家登録は、ごく一部となって
います。移住者受け入れのため、ぜひ空き家バンクの
空き家登録のご協力をいただければありがたいです。
　今後の予定として、都市部の人へ和水町の魅力を伝
えるため、移住ツアーを開催したいと考えています。
　最後となりましたが、協力隊は任期が３年なので、
半年後に協力隊任期を終了します。その後は就農
（米・大豆・エゴマ）する予定です。今そのための田
んぼや畑を探しています。もし空いている農地があり
ましたら、ご紹介ください。
　これからも、どうぞよろしくお願いします。
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　広報なごみ４月号で、現在協力隊として活動中の４人を紹介しましたが、協力隊活
動記として、活動状況を今月号から定期的に、掲載していきます。
　記念すべき第１回目は、「イノッチ」こと猪口琢真さん（中原）です。

” ”
”

いの くち  たく  ま

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　企業誘致係　☎0968・86・5721

問い合わせ先　まちづくり推進課　地域振興係　☎0968・86・5721

対象業種
・製造業（生産施設にガスの製造または発電に係る設備を含む）
・道路貨物運送業、倉庫業、こん包業の用に供する施設
・情報サービス業など

適用要件
新設 設備投資総額2億円以上（土地取得費除く）　　

新規雇用10人以上

増設 設備投資額5,000万円以上（土地取得費除く）　
新規雇用5人以上

補助内容

用地取得補助金 取得価格×10％　（限度額：5,000万円）
1事業者　1回限り

雇用促進補助金

操業開始日から1年以上引き続いて常時雇用される者のうち、町
内に住所を有する者
1人につき10万円×3年間　　
（限度額：各年 500万円）

設備投資補助金 投下固定資産(土地を除く）の固定資産税評価額×10%
（限度額：1,000万円）
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　玉名地域緊急病害虫防除対策会議から、トマト類を栽培する農家の皆さんにお知らせします。
　近年、「トマト黄化葉巻病」というコナジラミ類が媒介するトマトのウイルス病が発生しており、
産地として深刻な問題となっています。
　このトマト黄化葉巻病の撲滅を図るため、今年度も７月11日（火）～８月14日（月）までの期間
を、トマトの不作付け期間としています。
　また、栽培終了後は、コナジラミ類がハウス外へ飛散しないように防除や蒸し込みを行い、コナジ
ラミ類の密度を低減させたのち、後片付けを行うようお願いします。
【病気の症状】（下写真参照）
　新芽の付近の葉から黄色くなり、葉の表側が巻き込みます。病気が進行すると葉が小型化し、開花
しても実が付かなくなります。
【一般の家庭菜園の人へ】
　一般の家庭菜園でも、発病した株を放置しておくと次々に伝染していきます。
　発病株を見つけたら直ちに抜き取り、土中に埋めるか肥料袋などに入れ、密閉して処分していただ
くようご協力をお願いします。
【トマト以外の作物について】
　ウイルスを媒介するコナジラミ類の防除にご協力をお願いします。

トマト黄化葉巻病の蔓延防止にご協力ください

①立木を伐採するときは、事前に「伐採及び伐採後の造林の届け出書」
②伐採後の造林が完了したときは、「伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告」
を提出することが森林法で義務づけられています!!

●提出の時期、提出先、提出は誰が行うの？
　時　期：「伐採及び伐採後の造林の届け出書」は伐採を始める90日前から30日前まで
　　　　　「伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告」は造林を完了した日から30日以内
　提出先：伐採・造林する森林がある市町村の長です。
　提出者：森林所有者や立木を買い受けた方などです。
　　　　※立木を伐採する者と伐採後の造林を行う者が異なる場合は、共同で提出します。

●提出しないとどうなるの？
　①伐採及び伐採後の造林の届け出：100万円以下の罰金（森林法第208条）
　②伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告：30万円以下の罰金（森林法第210条）

　届出や報告は、森林の伐採及び伐採後の造林が市町村森林整備計画に適合して適切に行われ、健全
で豊かな森林を作ることができるよう提出していただくものです。

森林の立木を伐採するときには届け出が必要です

問い合わせ先　総合支所　農林振興課　農業振興係　　　☎0968・34・3111（内線721）
　　　　　　　玉名地域緊急病害虫防除対策会議事務局　☎0968・74・2193　

問い合わせ先　総合支所　農林振興課 林務係　☎0968・34・3111（内線725）

トマト黄化葉巻病の症状
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捕獲者所属 鳥獣名 頭数

三加和有害鳥獣駆除隊 イノシシ 227

玉名猟友会
菊水支部 イノシシ 93

　近年、イノシシや有害鳥獣による農作物や生活環境への被害が多発しています。町では、被害を最小
限に食い止めるため、玉名猟友会菊水支部及び南関郷猟友会三加和支部三加和有害鳥獣駆除隊に駆除
の依頼をし、捕獲活動を行っています。
※登山者や山菜取り中の人への誤射による事故などの事案
が全国的に発生しています。入山するときは、目立つ服を着
たり明るい色の帽子をかぶったりするなど事故防止に対す
るご協力をお願いします。

※講習会前に玉名地域振興局林務課で狩猟免許試験申請手続きを済ませてください。

　森林の所有者が分からないと、①行政が森林所有者に対して助言等ができない②事業体が間伐等をする場合
に所有者に働きかけて森林を集約化し効率をあげられないことから、森林の土地の所有者の把握を進めるた
め、森林法改正によりこの届出が平成24年４月から設けられました。なお、この届出により、森林の土地の所
有権の帰属が確定されるものではありません。
　個人か法人かによらず、売買契約のほか、相続、譲与などにより森林の土地を新たに取得した場合に、事後
の届出として森林の土地の所有者届出が必要です。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。

　狩猟免許申請書は、上記受験日・会場を確認のうえ、玉名地域振興局林務課へ提出してください。詳しくは
熊本県ホームページに掲載されています。
　和水町では、新たに狩猟免許を取得する人に対して、講習会の受講料を助成します。助成金は１万円です。
ただし、狩猟免許取得後は、猟友会などに所属し、有害捕獲活動に従事していただくことが条件となります。

狩猟免許試験初心者講習会（熊本県猟友会主催）

熊本県猟友会と熊本県では、狩猟免許試験初心者講習会と狩猟免許試験を
開催しています

狩猟
狩猟免許試験（熊本県主催）
試験日程（午前：知識、適性　／午後：技能）

目　　的 この講習会は、狩猟免許（国家試験）を受けられる初心者のための予備講習で全員の合格を目的に
熊本県猟友会が実施するものです。

受 講 料 １種目10,000円（猟友会会員は１種目8,000円）
２種目以上の受講につき5,000円ずつ加算されます。

申込方法 当日会場で行います。（筆記用具持参）
銃砲所持許可を受けていない人も、この講習会は事前に受けることができます。

時　　間 午前９時～受付　　　　　　　午前９時30分～午後４時（予定）

三加和有害鳥獣駆除隊のメンバー

知識（全種目）
技能：網・わな・
　　　第二種

技能：第一種のみ 会　場

7月13日（木） 7月21日（金） 熊本市流通情報会館
７月18日（火） ８月 4日（金） 阿蘇市就業改善センター
８月17日（木） ８月24日（木） 天草建設会館
12月・1月にも講習会を行う予定、詳しくは11月上旬に決定します。

日　程 会　場 試験手続き締切日
 ７月23日（日） 熊本県庁地下大会議室  ７月13日（木）
 ８月 5日（土） 熊本県阿蘇総合庁舎  ７月26日（水）
 ８月26日（土） 熊本県天草総合庁舎  ８月16日（水）
12月 9日（土） 宇城総合庁舎大会議室 11月29日（水）
 １月28日（日） 熊本県庁地下大会議室  １月18日（木）

講　　習

平成28年度イノシシ捕獲実績　　　　　　　　　　　　　　　（単位：頭）

和水町有害鳥獣被害対策活動を紹介します

問い合わせ先　総合支所　農林振興課　林務係　☎0968・34・3111（内線725）
熊本県猟友会　　　　　　　　　☎096・371・6641
玉名地域振興局　林務課　　　　☎0968・74・2138

問い合わせ先　総合支所　農林振興課 林務係　☎0968・34・3111（内線725）

森林の土地を取得したとき届出が必要です
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和水町総合型地域スポーツクラブの「名称」と
「ロゴマーク」を募集します
募集内容 和水町に既存する総合型地域スポー

ツクラブの名称またはロゴマーク
※自作で未発表のものに限ります。

応募方法 応募用紙に必要事項をご記入の上、応募してください。
※応募用紙は中央公民館・三加和公民館に配置しています。また、和水町ホームページか
らもダウンロードすることができます。
※１人各２通まで応募可能です。
※ロゴマークについては、応募用紙以外の用紙でも応募可能です。
※FAXによる申込みも可能です。

応募資格 和水町内に住んでいるか働いて
いる人であればどなたでも応募
できます。

応募期限 ８月10日（木）

結果発表 広報なごみおよび和水町ホームページなどで公開します。
また、採用者には個人通知いたします。

そ の 他 １．採用した名称に関する一切の権限は和水町総合型地域スポーツクラブへ帰属するもの
とします。

２．作品の採用にあたり、やむを得ず補作する場合があります。

選考方法 和水町に既存する総合型地域スポーツクラブ役員会で選考
※各採用者には、5,000円相当の和水町内で使える商品券を贈呈します

申し込み・問い合わせ先
和水町総合型地域スポーツクラブ事務局　☎0968・34・3047
　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX0968・34・2033
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なごみだっでんクラブ7月スケジュール
種目 ヨガ ペタンク 手話 剣道 サッカー（中学生） ジュニアサッカー ジュニア 

ソフト ミニバスケ

曜日 火曜 金曜 木曜 土曜 第２・４ 
火曜 木曜 水曜 金曜 土曜 水曜 土曜 日曜 水曜 木曜

時間 20：00 10：00 19：00 19：00 20：00 19：00 19：00 19：00 18：00 18：00 9：00 9：00 19：00 19：00

場所 中央
公民館

スカイ
ドーム 三加和G 総合G

スカイ
ドーム 
談話室

和水町
体育館 三加和G 三加和G 三加和G 三加和G 春富G 春富G 和水町 

体育館
和水町 
体育館

※天候や指導者の都合等によりスケジュールが変更になる場合があります。変更が生じた場合は、各種目の指導者から連絡があります。

問い合わせ先　三加和公民館内　なごみだっでんクラブ事務局　☎0968・34・3047
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図①　Ⅲ郭（城尾）西域周辺図

図②　Ⅲ郭（城尾）西縁下

各区画の規模と高低差（単位：ｍ）

個所 長さ 幅 比較段 高低差

112 13.5 2.5 113 4.74

113 20.5 1.5 ―― ――

114 16.5 3.5～1.0 ―― ――

115 12.0 3.0～1.0 114 2.68

116 7.5 2.0 118 2.4

117 9.5 5.0 118 2.90

118 30.5 4.0～1.5 119 2.67

119 31.5 4.0～1.5 120 1.70

120 17.0 3.5～1.0 21 11.82
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和水町立病院　医師

志垣 信行

　膝の痛みの原因の多くは、膝関節の軟骨や半月板がすり減ることによる変形性膝関節症という病気
によるものです。
　関節軟骨や半月板は体重を支えるクッションの役目がありますが、長年膝を使ってきたため軟骨が
すり減り、軟骨表面に毛羽立ちができて痛みを生じさせ、更に軟骨がすり減ると骨同士がぶつかり合
うため痛みが強くなります。

　予防も治療も適度な運動を行うことが基本になります。
　鎮痛剤の内服、湿布、関節内注射も行いますが、運動療法なしでは効果は長続きしません。
　すり減った軟骨が再生することはありません。グルコサミンやコンドロイチンなどのサプリメント
が市販されていますが、明らかな効果は実証されていません。これらを摂取しても軟骨が新生するこ
とはないと思われます。今持っている軟骨を大事にしなくてはなりません。
　適切な運動とストレッチで脚の筋肉を増強させて膝の固定を強くします。硬くなった関節を柔らか
くし、関節液も隅々まで行きわたらせます。
　毎日続けると、２～４週間で効果が出てきます。症状が軽いうちにできるだけ早く始めたほうが良
いでしょう。
　図１は運動療法の一例です。痛みの程度によって運動は異なってきますので、パンフレットなどで
自分に合った運動を見つけてください。パンフレットは町立病院外科外来にも置いてあります。

　加齢と運動不足です。年とともに軟骨は少しずつすり減ってきます。
　また膝関節はたくさんの筋肉で固定されていますが、運動不足で筋肉が低下すると膝の固定が悪く
なり、関節に過剰の衝撃がかかり軟骨の損傷が進みます。
　関節には血液が流れていないので、軟骨は関節液を介して栄養を吸収したり、老廃物を出したりし
ます。関節液が循環するには関節を十分動かす必要があります。
　また、体重が増えると膝への負担が強くなるため、悪化の要因になります。

膝の痛み
ひざ

ケアバスを運行しています

膝痛の要因

予防と治療

和水町立病院　ケアバス時刻表

　ケアバスの停留所には
⬅この看板を
　設置しています！

＊＊　診療時間のご案内　＊＊
月曜日から金曜日まで

午前９時～正午
受付（午前８時30分～11時30分）
午後２時～５時
受付（午後１時～４時30分）
休診日　土・日・祝祭日
（年末年始12月29日～１月3日）

和水町立病院
TEL0968・86・3105

三
加
和
ル
ー
ト

春富・神尾ルート（水曜日） 坂本・緑・神尾ルート（火曜日）予約制 猿懸・緑・神尾ルート（金曜日）
8：30 病院発 8：30 病院発 8：30 病院発
8：52 上和仁野中公民館前 8：55 坂本公民館前 8：55 猿懸橋
8：55 中和仁 8：58 橋上消防ポンプ小屋前 8：58 橋上消防ポンプ小屋前
8：58 中和仁史跡案内板前 9：06 和水町役場三加和総合支所 9：03 旧緑小学校前
9：00 旧春富小学校前 9：11 有山公民館前 9：06 和水町役場三加和総合支所
9：03 和仁団地横駐車場 9：13 芋生田公民館前 9：08 平々公民館前
9：07 山森公民館前 9：16 上岩 9：13 上津田公民館前
9：10 古閑お堂前 9：20 有富商店前 9：16 神埼歯科前
9：13 野田公民館前 9：25 菰田公民館前 9：18 年ノ神バス停
9：17 小倉セメント前交差点 9：26 下津原消防小屋前 9：20 有富商店前
9：20 大田黒バス停 9：30 　門お堂前 9：25 菰田公民館前
9：24 平野交差点 9：35 病院着 9：26 下津原消防小屋前
9：25 菰田公民館前 11：30 病院発 9：30 　門お堂前
9：26 下津原消防小屋前 9：35 病院着
9：30 　門お堂前 11：30 病院発
9：35 病院着
11：30 病院発

菊
水
ル
ー
ト

瀬川・南地区・東地区ルート（月曜日） 菊水一円ルート（火曜日・木曜日）
8：30 病院発 8：30 病院発
8：34 白石バス停 8：35 牧野下バス停
8：36 北原公民館前 8：37 萩原轟神社前
8：38 鶯原 8：39 用木バス停
8：42 中原公民館前 8：48 前野公民館前
8：45 日平公民館前 8：52 米渡尾公民館前
8：47 日平お堂前 9：00 本村公民館前
8：53 　浦（水上商店前） 9：01 焼米バス停（下津原線）
8：57 用木バス停 9：03 大屋バス停
8：58 牧野下バス停 9：08 下津原東公民館前
8：59 寺山バス停 9：10 下津原中公民館前
9：00 江光寺バス停 9：12 下津原西公民館前
9：05 病院着 9：14 菰田公民館前
9：17 久米野バス停 9：19 江栗（前田商店前）
9：19 大久保バス停 9：23 久井原（深草商店前）
9：21 岩尻バス停 9：25 西小学校前
9：24 旧農協東郷支所前 9：27 内田宮前
9：30 病院着 9：28 牧嶋自動車前
11：30 病院発 9：30 病院着

11：30 病院発

※坂本・緑・神尾ルート（火曜日）のご利用は、
　前日までに予約が必要です。

　和水町立病院では、月曜日から金曜日まで、ケアバスを運行しています。
　三加和ルートと菊水ルートの二つのルートを曜日別に巡回しており、各行政区ごとに停留所を設
け、停留所にはケアバスのりばの看板を設置しています。
　三加和ルートの坂本・緑・神尾ルート（火曜日）は、前日までに予約が必要ですが、それ以外の
ルートでは事前の予約は不要です。
　また、ご利用の際の料金は頂いておらず、どのルートも午前９時35分には病院に到着します。
　通院やお見舞いなどに、どなたでもご利用できますのでお気軽にご利用ください。
　帰りの出発時刻は病院を午前11時30分に出発します。
　ご不明な点は、町立病院事務部総務係までお気軽にお尋ねください。

町立病院からのお知らせ町立病院からのお知らせ

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105
図１
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和水町立病院　医師

志垣 信行

　膝の痛みの原因の多くは、膝関節の軟骨や半月板がすり減ることによる変形性膝関節症という病気
によるものです。
　関節軟骨や半月板は体重を支えるクッションの役目がありますが、長年膝を使ってきたため軟骨が
すり減り、軟骨表面に毛羽立ちができて痛みを生じさせ、更に軟骨がすり減ると骨同士がぶつかり合
うため痛みが強くなります。

　予防も治療も適度な運動を行うことが基本になります。
　鎮痛剤の内服、湿布、関節内注射も行いますが、運動療法なしでは効果は長続きしません。
　すり減った軟骨が再生することはありません。グルコサミンやコンドロイチンなどのサプリメント
が市販されていますが、明らかな効果は実証されていません。これらを摂取しても軟骨が新生するこ
とはないと思われます。今持っている軟骨を大事にしなくてはなりません。
　適切な運動とストレッチで脚の筋肉を増強させて膝の固定を強くします。硬くなった関節を柔らか
くし、関節液も隅々まで行きわたらせます。
　毎日続けると、２～４週間で効果が出てきます。症状が軽いうちにできるだけ早く始めたほうが良
いでしょう。
　図１は運動療法の一例です。痛みの程度によって運動は異なってきますので、パンフレットなどで
自分に合った運動を見つけてください。パンフレットは町立病院外科外来にも置いてあります。

　加齢と運動不足です。年とともに軟骨は少しずつすり減ってきます。
　また膝関節はたくさんの筋肉で固定されていますが、運動不足で筋肉が低下すると膝の固定が悪く
なり、関節に過剰の衝撃がかかり軟骨の損傷が進みます。
　関節には血液が流れていないので、軟骨は関節液を介して栄養を吸収したり、老廃物を出したりし
ます。関節液が循環するには関節を十分動かす必要があります。
　また、体重が増えると膝への負担が強くなるため、悪化の要因になります。

膝の痛み
ひざ

ケアバスを運行しています

膝痛の要因

予防と治療

和水町立病院　ケアバス時刻表

　ケアバスの停留所には
⬅この看板を
　設置しています！

＊＊　診療時間のご案内　＊＊
月曜日から金曜日まで

午前９時～正午
受付（午前８時30分～11時30分）
午後２時～５時
受付（午後１時～４時30分）
休診日　土・日・祝祭日
（年末年始12月29日～１月3日）

和水町立病院
TEL0968・86・3105

三
加
和
ル
ー
ト

春富・神尾ルート（水曜日） 坂本・緑・神尾ルート（火曜日）予約制 猿懸・緑・神尾ルート（金曜日）
8：30 病院発 8：30 病院発 8：30 病院発
8：52 上和仁野中公民館前 8：55 坂本公民館前 8：55 猿懸橋
8：55 中和仁 8：58 橋上消防ポンプ小屋前 8：58 橋上消防ポンプ小屋前
8：58 中和仁史跡案内板前 9：06 和水町役場三加和総合支所 9：03 旧緑小学校前
9：00 旧春富小学校前 9：11 有山公民館前 9：06 和水町役場三加和総合支所
9：03 和仁団地横駐車場 9：13 芋生田公民館前 9：08 平々公民館前
9：07 山森公民館前 9：16 上岩 9：13 上津田公民館前
9：10 古閑お堂前 9：20 有富商店前 9：16 神埼歯科前
9：13 野田公民館前 9：25 菰田公民館前 9：18 年ノ神バス停
9：17 小倉セメント前交差点 9：26 下津原消防小屋前 9：20 有富商店前
9：20 大田黒バス停 9：30 　門お堂前 9：25 菰田公民館前
9：24 平野交差点 9：35 病院着 9：26 下津原消防小屋前
9：25 菰田公民館前 11：30 病院発 9：30 　門お堂前
9：26 下津原消防小屋前 9：35 病院着
9：30 　門お堂前 11：30 病院発
9：35 病院着
11：30 病院発

菊
水
ル
ー
ト

瀬川・南地区・東地区ルート（月曜日） 菊水一円ルート（火曜日・木曜日）
8：30 病院発 8：30 病院発
8：34 白石バス停 8：35 牧野下バス停
8：36 北原公民館前 8：37 萩原轟神社前
8：38 鶯原 8：39 用木バス停
8：42 中原公民館前 8：48 前野公民館前
8：45 日平公民館前 8：52 米渡尾公民館前
8：47 日平お堂前 9：00 本村公民館前
8：53 　浦（水上商店前） 9：01 焼米バス停（下津原線）
8：57 用木バス停 9：03 大屋バス停
8：58 牧野下バス停 9：08 下津原東公民館前
8：59 寺山バス停 9：10 下津原中公民館前
9：00 江光寺バス停 9：12 下津原西公民館前
9：05 病院着 9：14 菰田公民館前
9：17 久米野バス停 9：19 江栗（前田商店前）
9：19 大久保バス停 9：23 久井原（深草商店前）
9：21 岩尻バス停 9：25 西小学校前
9：24 旧農協東郷支所前 9：27 内田宮前
9：30 病院着 9：28 牧嶋自動車前
11：30 病院発 9：30 病院着

11：30 病院発

※坂本・緑・神尾ルート（火曜日）のご利用は、
　前日までに予約が必要です。

　和水町立病院では、月曜日から金曜日まで、ケアバスを運行しています。
　三加和ルートと菊水ルートの二つのルートを曜日別に巡回しており、各行政区ごとに停留所を設
け、停留所にはケアバスのりばの看板を設置しています。
　三加和ルートの坂本・緑・神尾ルート（火曜日）は、前日までに予約が必要ですが、それ以外の
ルートでは事前の予約は不要です。
　また、ご利用の際の料金は頂いておらず、どのルートも午前９時35分には病院に到着します。
　通院やお見舞いなどに、どなたでもご利用できますのでお気軽にご利用ください。
　帰りの出発時刻は病院を午前11時30分に出発します。
　ご不明な点は、町立病院事務部総務係までお気軽にお尋ねください。

町立病院からのお知らせ町立病院からのお知らせ

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105
図１
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５
月
16
日
（
火
）、
熊
本
市
中
央
区
の
城
北
製

絲
株
式
会
社
取
締
役
社
長
長
野
和
男
様
か
ら
会

社
創
立
90
周
年
を
記
念
し
て
５
０
０
万
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
町
の
発
展
の
た
め

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
　
総
務
課
　
財
政
係
　
　
　

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
０

　
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
は
、
養
蜂
振
興
法
に
よ

り
、
蜜
蜂
飼
育
届
を
県
知
事
に
毎
年
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
蜜
蜂
の
適
正
管
理
を
図
る

た
め
、
西
洋
蜜
蜂
、
日
本
蜜
蜂
に
か
か
わ
ら
ず
、

届
出
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
事
項

・
氏
名
（
ま
た
は
名
称
）
お
よ
び
住
所

・
蜂
群
数

・
飼
育
の
場
所
お
よ
び
そ
の
期
間

提
出
期
限
　
７
月
19
日
（
水
）

提
出
方
法
　
直
接
、
総
合
支
所
農
林
振
興
課
農

業
振
興
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
届
出
様
式
は
、
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　
農
作
物
な
ど
の
花
粉
交
配
用
と
し
て
交
配
期

間
の
み
飼
育
す
る
場
合
な
ど
、
届
出
が
不
要
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
支
所
　
農
林
振
興
課
　
農
業
振
興
係

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
３
１
１
１

（
内
線
７
２
１
）

　
今
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
の
総
称
）
の
申
告
・
納
付
の
期
限
日
は
７
月

10
日
で
す
。
労
働
保
険
料
は
熊
本
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
県
内
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
、
も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代

理
店
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
申
告
・
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
６
月
28
日
（
水
）
〜
７
月
７
日
（
金
）

に
県
内
各
地
で
開
催
す
る
集
合
受
付
会
場
に
お

い
て
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
労
働
保
険
料
を
申
告
さ
れ
る
際
に
は
、

「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、
国
が
職

権
で
申
告
納
付
す
べ
き
正
し
い
労
働
保
険
料
の

額
を
決
定
し
た
う
え
で
追
徴
金
を
徴
収
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
・

納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い

て
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
。）
は
、
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
労
働

者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
人
で
、
ま
だ
労

働
保
険
の
加
入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
相
談
し
、

速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

「
年
度
更
新
申
告
書
」
の
記
載
方
法
に
つ
い

てコ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
３
３
５
・
５
４
６

感謝状を手渡しました

　
そ
の
他
の
「
年
度
更
新
」
に
つ
い
て

　
　
熊
本
労
働
局
総
務
部
　
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
６
・
２
１
１
・
１
７
０
２

　
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
な
ど
、
就
労
に
関
す

る
悩
み
を
抱
え
た
人
を
対
象
に
、
一
人
ひ
と
り

の
課
題
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
就
労
・

自
立
を
目
指
す
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
ま

な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
若
者
の
就

労
支
援
の
プ
ロ
集
団
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
も

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
毎
週
月
曜
〜
土
曜
　
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
（
祝
日
、
夏
季
・
年
末
年
始
休
暇
を
除

く
）

と
こ
ろ
　
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
玉
名
市
中
48
‐
4
）

対
象
者
　
15
〜
39
歳
の
人
と
そ
の
家
族

費
用
　
無
料

保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す

と
き
　
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日
　
午
後
１
時
〜

午
後
２
時
30
分
（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

内
容
　
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
子

ど
も
の
自
立
の
手
だ
て
を
学
ぶ

問
い
合
わ
せ
先
　

　
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
０
０
０
７

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
の
女
性
総
合

相
談
室
で
は
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不

安
な
ど
を
相
談
員
が
電
話
と
面
接
で
伺
い
ま
す
。

　
家
庭
、
職
場
、
地
域
な
ど
で
生
じ
た
ト
ラ
ブ

ル
や
困
り
ご
と
の
ほ
か
、
「
な
ん
と
な
く
生
き

づ
ら
い
」
「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
と
思
う
こ
と
を
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
員
が
お
話
を
伺
い
、
解

決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
毎
月
第
３
土
曜
日
は
、
女
性
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
４

月
か
ら
新
し
く
第
２
土
曜
日
は
、
友
達
や
恋
愛
、

家
族
、
将
来
の
こ
と
、
「
親
や
友
達
に
は
話
せ

な
い
」
若
い
女
性
の
悩
み
相
談
、
第
４
土
曜
日

は
、
忙
し
く
て
自
分
の
こ
と
が
つ
い
お
ろ
そ
か

に
な
る
人
へ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
セ

ル
フ
ケ
ア
講
座
で
心
も
身
体
も
元
気
に
な
る
方

法
を
お
教
え
し
ま
す
（
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

４
時
）
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

女
性
総
合
相
談

○
電
話
相
談
　

月
・
木
〜
土(

午
前
９
時
〜
午
後
４
時)

、

水
（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時)

○
面
接
相
談
（
女
性
対
象
・
要
予
約
）

月
・
水
〜
土(

午
前
９
時
〜
午
後
４
時)

法
律
相
談
（
要
予
約
）

○
毎
月
第
３
土
曜
日
（
午
後
１
時
〜
４
時
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
　
女
性
総
合
相
談
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
２
２
２
３

と
き
　
７
月
29
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
（
山
鹿
市
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

内
容
　
学
校
説
明
、
卒
業
生
・
在
校
生
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
、
看
護
体
験
コ
ー
ナ
ー

対
象
者
　
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　
７
月
26
日
（
水
）
ま
で
に
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
☎
０
９
６
８
・
４
４
・
６
０
９
８

と
き
　
８
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

演
題
　
「
人
麻
呂
と
持
統
天
皇
　
ー
万
葉
集
の

不
思
議
ー
」

講
師
　
郷
土
史
家
　
伊
藤
　
正
子
氏

参
加
費
　
２
０
０
円
（
資
料
代
と
し
て
）

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
水
史
談
会
事
務
局
長
　
前
垣
　
芳
郎
　

☎
０
９
０
・
３
７
８
７
・
４
４
６
０

と
き
　
１
回
目
　
７
月
５
日
（
水
）

　
　
　
２
回
目
　
10
月
11
日
（
水
）

　
　
　
ど
ち
ら
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
た
ま
な
菊
水
供
給
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
Ｊ
Ａ
た
ま
な
三
加
和
供
給
セ
ン
タ
ー

（
他
の
Ｊ
Ａ
た
ま
な
管
内
で
も
回
収
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
）

回
収
物

プ
ラ
ボ
ト
ル
・
水
和
剤
・
粉
粒
剤
の
袋
農
薬

ビ
ン
類
、
農
薬
缶
（
ミ
カ
ノ
ー
ル
な
ど
）
類
、

ペ
ー
ル
缶
（
ハ
ー
ベ
ス
ト
な
ど
）

洗
浄
・
回
収
方
法

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
の
洗
浄
、
紙
袋
の
残
量
を
確
認

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
と
紙
袋
は
分
別
す
る

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
は
ふ
た
を
外
し
、
下
向
き
に
15

本
程
度
入
れ
る

・
Ｊ
Ａ
指
定
の
回
収
袋
に
入
れ
て
出
す

・
回
収
袋
に
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘

れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
残
液
が
あ
る
容
器
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
洗
浄
し
、
フ
タ
を
外
し
て
出
し
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
た
ま
な
菊
水
供
給
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
７
１
・
８
６
０
０

　
Ｊ
Ａ
た
ま
な
三
加
和
供
給
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
２
８
６
６

　
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
宝
庫
で
あ
る
荒
尾
市
で
、

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
当
日
は

み
ん
な
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
て
、
体
を
動
か
し

「
心
」
も
「
体
」
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
た
後
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き
　
７
月
30
日
（
日
） 

午
後
１
時
30
分
　
受
付

と
こ
ろ
　
パ
ス
カ
ワ
ー
ル
ド
（
荒
尾
市
本
井
手

1
5
7
4
番
5
4
）

参
加
費
　
男
女
と
も
２
，５
０
０
円

申
込
締
切
　
７
月
24
日
（
月
）
正
午

申
込
資
格
　
35
歳
以
上
55
歳
ま
で
の
独
身
の
男

女
各
10
人
（
抽
選
）

※
男
性
に
限
り
、
荒
尾
市
・
玉
名
郡
市
に
お
住

ま
い
か
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
人
。

※
会
員
登
録
が
必
要
。
（
当
日
の
入
会
も
可
能
、

登
録
料
無
料
）

※
７
月
28
日
（
金
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
料

金
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
」

☎
０
９
６
８
・
５
７
・
５
１
４
４

菊
水
史
談
会
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

若
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
は
飼
育
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

女
性
の
た
め
の
総
合
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

あ
ら
・
た
ま
魅
力
体
感
婚
活 

ボ
ウ
リ
ン
グ

婚
活
2
0
1
7
in
荒
尾
　
参
加
者
募
集

焼
却
・
廃
棄
は
違
法
で
す

使
用
済
み
農
薬
空
容
器
を
回
収
し
ま
す

平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
期
限

は
７
月
10
日
（
月
）
で
す
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５
月
16
日
（
火
）、
熊
本
市
中
央
区
の
城
北
製

絲
株
式
会
社
取
締
役
社
長
長
野
和
男
様
か
ら
会

社
創
立
90
周
年
を
記
念
し
て
５
０
０
万
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
町
の
発
展
の
た
め

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
　
総
務
課
　
財
政
係
　
　
　

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
０

　
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
は
、
養
蜂
振
興
法
に
よ

り
、
蜜
蜂
飼
育
届
を
県
知
事
に
毎
年
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
蜜
蜂
の
適
正
管
理
を
図
る

た
め
、
西
洋
蜜
蜂
、
日
本
蜜
蜂
に
か
か
わ
ら
ず
、

届
出
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
事
項

・
氏
名
（
ま
た
は
名
称
）
お
よ
び
住
所

・
蜂
群
数

・
飼
育
の
場
所
お
よ
び
そ
の
期
間

提
出
期
限
　
７
月
19
日
（
水
）

提
出
方
法
　
直
接
、
総
合
支
所
農
林
振
興
課
農

業
振
興
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
届
出
様
式
は
、
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　
農
作
物
な
ど
の
花
粉
交
配
用
と
し
て
交
配
期

間
の
み
飼
育
す
る
場
合
な
ど
、
届
出
が
不
要
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
支
所
　
農
林
振
興
課
　
農
業
振
興
係

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
３
１
１
１

（
内
線
７
２
１
）

　
今
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
の
総
称
）
の
申
告
・
納
付
の
期
限
日
は
７
月

10
日
で
す
。
労
働
保
険
料
は
熊
本
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
県
内
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
、
も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代

理
店
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
申
告
・
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
６
月
28
日
（
水
）
〜
７
月
７
日
（
金
）

に
県
内
各
地
で
開
催
す
る
集
合
受
付
会
場
に
お

い
て
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
労
働
保
険
料
を
申
告
さ
れ
る
際
に
は
、

「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、
国
が
職

権
で
申
告
納
付
す
べ
き
正
し
い
労
働
保
険
料
の

額
を
決
定
し
た
う
え
で
追
徴
金
を
徴
収
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
・

納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い

て
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
。）
は
、
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
労
働

者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
人
で
、
ま
だ
労

働
保
険
の
加
入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
相
談
し
、

速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

「
年
度
更
新
申
告
書
」
の
記
載
方
法
に
つ
い

てコ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
３
３
５
・
５
４
６

感謝状を手渡しました

　
そ
の
他
の
「
年
度
更
新
」
に
つ
い
て

　
　
熊
本
労
働
局
総
務
部
　
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
６
・
２
１
１
・
１
７
０
２

　
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
な
ど
、
就
労
に
関
す

る
悩
み
を
抱
え
た
人
を
対
象
に
、
一
人
ひ
と
り

の
課
題
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
就
労
・

自
立
を
目
指
す
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
ま

な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
若
者
の
就

労
支
援
の
プ
ロ
集
団
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
も

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
毎
週
月
曜
〜
土
曜
　
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
（
祝
日
、
夏
季
・
年
末
年
始
休
暇
を
除

く
）

と
こ
ろ
　
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
玉
名
市
中
48
‐
4
）

対
象
者
　
15
〜
39
歳
の
人
と
そ
の
家
族

費
用
　
無
料

保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す

と
き
　
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日
　
午
後
１
時
〜

午
後
２
時
30
分
（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

内
容
　
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
子

ど
も
の
自
立
の
手
だ
て
を
学
ぶ

問
い
合
わ
せ
先
　

　
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
０
０
０
７

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
の
女
性
総
合

相
談
室
で
は
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不

安
な
ど
を
相
談
員
が
電
話
と
面
接
で
伺
い
ま
す
。

　
家
庭
、
職
場
、
地
域
な
ど
で
生
じ
た
ト
ラ
ブ

ル
や
困
り
ご
と
の
ほ
か
、
「
な
ん
と
な
く
生
き

づ
ら
い
」
「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
と
思
う
こ
と
を
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
員
が
お
話
を
伺
い
、
解

決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
毎
月
第
３
土
曜
日
は
、
女
性
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
４

月
か
ら
新
し
く
第
２
土
曜
日
は
、
友
達
や
恋
愛
、

家
族
、
将
来
の
こ
と
、
「
親
や
友
達
に
は
話
せ

な
い
」
若
い
女
性
の
悩
み
相
談
、
第
４
土
曜
日

は
、
忙
し
く
て
自
分
の
こ
と
が
つ
い
お
ろ
そ
か

に
な
る
人
へ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
セ

ル
フ
ケ
ア
講
座
で
心
も
身
体
も
元
気
に
な
る
方

法
を
お
教
え
し
ま
す
（
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

４
時
）
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

女
性
総
合
相
談

○
電
話
相
談
　

月
・
木
〜
土(

午
前
９
時
〜
午
後
４
時)

、

水
（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時)

○
面
接
相
談
（
女
性
対
象
・
要
予
約
）

月
・
水
〜
土(

午
前
９
時
〜
午
後
４
時)

法
律
相
談
（
要
予
約
）

○
毎
月
第
３
土
曜
日
（
午
後
１
時
〜
４
時
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
　
女
性
総
合
相
談
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
２
２
２
３

と
き
　
７
月
29
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
（
山
鹿
市
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

内
容
　
学
校
説
明
、
卒
業
生
・
在
校
生
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
、
看
護
体
験
コ
ー
ナ
ー

対
象
者
　
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　
７
月
26
日
（
水
）
ま
で
に
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
☎
０
９
６
８
・
４
４
・
６
０
９
８

と
き
　
８
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

演
題
　
「
人
麻
呂
と
持
統
天
皇
　
ー
万
葉
集
の

不
思
議
ー
」

講
師
　
郷
土
史
家
　
伊
藤
　
正
子
氏

参
加
費
　
２
０
０
円
（
資
料
代
と
し
て
）

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
水
史
談
会
事
務
局
長
　
前
垣
　
芳
郎
　

☎
０
９
０
・
３
７
８
７
・
４
４
６
０

と
き
　
１
回
目
　
７
月
５
日
（
水
）

　
　
　
２
回
目
　
10
月
11
日
（
水
）

　
　
　
ど
ち
ら
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
た
ま
な
菊
水
供
給
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
Ｊ
Ａ
た
ま
な
三
加
和
供
給
セ
ン
タ
ー

（
他
の
Ｊ
Ａ
た
ま
な
管
内
で
も
回
収
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
）

回
収
物

プ
ラ
ボ
ト
ル
・
水
和
剤
・
粉
粒
剤
の
袋
農
薬

ビ
ン
類
、
農
薬
缶
（
ミ
カ
ノ
ー
ル
な
ど
）
類
、

ペ
ー
ル
缶
（
ハ
ー
ベ
ス
ト
な
ど
）

洗
浄
・
回
収
方
法

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
の
洗
浄
、
紙
袋
の
残
量
を
確
認

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
と
紙
袋
は
分
別
す
る

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
は
ふ
た
を
外
し
、
下
向
き
に
15

本
程
度
入
れ
る

・
Ｊ
Ａ
指
定
の
回
収
袋
に
入
れ
て
出
す

・
回
収
袋
に
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘

れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
残
液
が
あ
る
容
器
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
洗
浄
し
、
フ
タ
を
外
し
て
出
し
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
た
ま
な
菊
水
供
給
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
７
１
・
８
６
０
０

　
Ｊ
Ａ
た
ま
な
三
加
和
供
給
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
２
８
６
６

　
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
宝
庫
で
あ
る
荒
尾
市
で
、

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
当
日
は

み
ん
な
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
て
、
体
を
動
か
し

「
心
」
も
「
体
」
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
た
後
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き
　
７
月
30
日
（
日
） 

午
後
１
時
30
分
　
受
付

と
こ
ろ
　
パ
ス
カ
ワ
ー
ル
ド
（
荒
尾
市
本
井
手

1
5
7
4
番
5
4
）

参
加
費
　
男
女
と
も
２
，５
０
０
円

申
込
締
切
　
７
月
24
日
（
月
）
正
午

申
込
資
格
　
35
歳
以
上
55
歳
ま
で
の
独
身
の
男

女
各
10
人
（
抽
選
）

※
男
性
に
限
り
、
荒
尾
市
・
玉
名
郡
市
に
お
住

ま
い
か
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
人
。

※
会
員
登
録
が
必
要
。
（
当
日
の
入
会
も
可
能
、

登
録
料
無
料
）

※
７
月
28
日
（
金
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
料

金
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
」

☎
０
９
６
８
・
５
７
・
５
１
４
４

菊
水
史
談
会
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

若
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
は
飼
育
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

女
性
の
た
め
の
総
合
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

あ
ら
・
た
ま
魅
力
体
感
婚
活 

ボ
ウ
リ
ン
グ

婚
活
2
0
1
7
in
荒
尾
　
参
加
者
募
集

焼
却
・
廃
棄
は
違
法
で
す

使
用
済
み
農
薬
空
容
器
を
回
収
し
ま
す

平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
期
限

は
７
月
10
日
（
月
）
で
す
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（平成29年７月）

困った時の相談窓口
相　談
窓口名 相談日・相談時間 場　所 対応者 内　　容

消費生活
相談

毎週月曜日
午前９時～午後 4 時（要予約）
☎ 0968・86・5720
※電話相談は平日いつでも受け付け

ておりますので、お電話ください。

役場本庁２階
総務課

消費生活
相談員

消費に関するトラブル、悪徳商法
などによる苦情などに関すること
※実施主体：総務課総務係

心配ごと
相談

７月 14 日（金）
午前 10 時～正午（要予約）
☎ 0968・34・2366

用木公民館
行政
相談委員、
民生委員

※実施主体：社会福祉協議会

行政相談

７月 18 日（火）
午前 10 時～正午

役場本庁１階
町民相談室

行政
相談委員

国などの業務に対する要望など
※実施主体：総務課総務係

７月 20 日（木）
午前 10 時～正午

三加和総合
支所会議室

こころの
相談

７月 26 日（水）
午後１時～５時※予約制（匿名可）
☎ 0968・86・5724

和水町保健
センター

臨床
心理士

こころの健康についての相談
（悩みやストレスに関すること）

※実施主体：健康福祉課障がい福祉係

法律相談 ７月 28 日（金）
午前 10 時～正午（要予約）

和水町福祉
センター

司法書士
（簡易裁判
代理権有）

※実施主体：社会福祉協議会

　と
き
　
７
月
30
日
（
日
）

　
①
午
前
10
時
〜
12
時

　
②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
の
２
回

と
こ
ろ

　大
麻
文
化
会
館
1
階
　
青
年
婦
人
室

定
員
　
午
前
・
午
後
　
先
着
各
15
人

申
込
方
法
　
大
麻
文
化
会
館
の
窓
口
ま
た
は
電

話
で
受
付

講
師

　小
代
焼
　
一
先
窯
　
山
口
　
友
一
氏

参
加
費
　
大
人
２
，０
０
０
円
・
子
ど
も
１
，５
０

０
円
（
受
講
料
は
当
日
お
支
払
く
だ
さ
い
）

持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
、
新
聞
紙
（
２
〜
３
枚
）
、
筆
（
習
字

用
の
筆
で
も
可
能
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
財
団
法
人
　
大
麻
文
化
会
館

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
５
８
１
１

　
挨
拶
、
言
葉
使
い
の
練
習
で
接
遇
話
法
や
電

話
応
対
を
習
得
し
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
１
日
（
火
）
〜
８
月
４
日
（
金
）

と
こ
ろ
　
玉
名
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
玉
名

市
岩
崎
１
７
３
‐
１
）

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
（
金
）

定
員
　
20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
書
類
選

考
に
て
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
）

応
募
条
件

・
55
歳
以
上
で
農
業
関
係
の
お
仕
事
で
就
職
・

就
業
を
希
望
し
て
い
る
人

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が
お
済
み
の
人
、

ま
た
は
開
催
日
ま
で
に
登
録
を
し
て
い
た
だ

け
る
人

・
講
習
の
全
日
程
を
確
実
に
受
講
出
来
る
人

・
過
去
に
同
じ
講
習
を
受
け
て
い
る
人
や
趣
味
、

教
養
を
目
的
と
し
た
人
は
受
講
出
来
ま
せ
ん

申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他 

受
講
決
定
は
書
類
選
考
後
、
文
書
で
通

知
し
ま
す
。
選
考
に
漏
れ
た
人
に
も
通
知
し

ま
す
。
雇
用
保
険
受
給
中
に
受
講
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
失
業
認
定
日
と
講
習
が
重
な
っ

た
場
合
の
対
応
を
含
め
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
　
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会☎

０
９
６
・
３
１
２
・
３
３
１
０

　
こ
の
事
業
は
、
戦
没
者
遺
児
に
対
す
る
慰
藉

の
一
環
と
し
て
、
父
な
ど
を
国
に
捧
げ
た
戦
没

者
の
遺
児
が
、
一
度
は
亡
き
父
な
ど
の
眠
る
地

に
赴
き
心
ゆ
く
ま
で
の
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
、
現
地
の
人
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
10
万
円
で
す
。
28

年
度
参
加
者
以
外
は
、
複
数
回
の
応
募
が
で
き

ま
す
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
県
遺
族
連
合
会

☎
０
９
６
・
３
５
２
・
６
９
２
５

陸海空自衛官募集

問い合わせ先　防衛省　自衛隊熊本地方協力本部玉名支部　☎0968・72・4211

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　地域振興係　☎0968・86・5721

採用試験種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験会場

自衛官候補生（男子）
18歳以上
27歳未満

７月１日（土）
～9月８日（金）

１次試験
９月16日（土）

九州看護
福祉大学

自衛官候補生（女子）

一般曹候補生
18歳以上
27歳未満
※高卒者（見込み含む）

航空学生
18歳以上
21歳未満
※高卒者（見込み含む）

１次試験
９月18日（月）

熊本合同
庁舎Ａ棟

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

小
代
焼
一
日
体
験
！

陶
芸
教
室
参
加
者
募
集

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
受
講
者
募
集

申し込み先：クリーンパークファイブ
住　　　所：玉名郡長洲町大字名石浜42番地１　☎0968・78・4433

7月リサイクル体験受講者募集

電話で受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。
その場合は、電話でご連絡いたします。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。

受付
方法

日 時間 講座名 講師名 募集人員 募集期間 準備するもの

20日（木） 午前９時30分
～午後３時

着物リフォーム
「袖なしのエプロン」 土山千代子氏 10人

電話受付 ①着物をほどいたもの
（または、150㎝×90㎝以上の一枚布）
②布に合わせたミシン糸
③50cmものさし　④裁縫道具
⑤筆記用具　⑥弁当
⑦材料費500円

3日（月）午前９時～
12日（水）午後４時　
希望者多数の場合の抽選日
14日（金）午前10時

10 月から運行するおでかけ交通「あいのりくん」の
ドライバー・電話予約受付オペレーターを募集します
　町では、主に自家用車を運転されない人などの生活交通手段として、10月からおでかけ交通「あいの
りくん」の運行を始めます。
　おでかけ交通「あいのりくん」とは、利用登録した人からの電話予約を受け、自宅付近から目的地
（町内の主な公共施設など）までタクシー車両を活用し、「乗り合い」で運行する交通システムです。

　運行にあたり、予約受付オペレーター（９月から町で雇用）、運行車両のドライバー（運行事業者で
雇用）を募集します。詳しくは、お問い合わせください。
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（平成29年７月）

困った時の相談窓口
相　談
窓口名 相談日・相談時間 場　所 対応者 内　　容

消費生活
相談

毎週月曜日
午前９時～午後 4 時（要予約）
☎ 0968・86・5720
※電話相談は平日いつでも受け付け

ておりますので、お電話ください。

役場本庁２階
総務課

消費生活
相談員

消費に関するトラブル、悪徳商法
などによる苦情などに関すること
※実施主体：総務課総務係

心配ごと
相談

７月 14 日（金）
午前 10 時～正午（要予約）
☎ 0968・34・2366

用木公民館
行政
相談委員、
民生委員

※実施主体：社会福祉協議会

行政相談

７月 18 日（火）
午前 10 時～正午

役場本庁１階
町民相談室

行政
相談委員

国などの業務に対する要望など
※実施主体：総務課総務係

７月 20 日（木）
午前 10 時～正午

三加和総合
支所会議室

こころの
相談

７月 26 日（水）
午後１時～５時※予約制（匿名可）
☎ 0968・86・5724

和水町保健
センター

臨床
心理士

こころの健康についての相談
（悩みやストレスに関すること）

※実施主体：健康福祉課障がい福祉係

法律相談 ７月 28 日（金）
午前 10 時～正午（要予約）

和水町福祉
センター

司法書士
（簡易裁判
代理権有）

※実施主体：社会福祉協議会

　と
き
　
７
月
30
日
（
日
）

　
①
午
前
10
時
〜
12
時

　
②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
の
２
回

と
こ
ろ

　大
麻
文
化
会
館
1
階
　
青
年
婦
人
室

定
員
　
午
前
・
午
後
　
先
着
各
15
人

申
込
方
法
　
大
麻
文
化
会
館
の
窓
口
ま
た
は
電

話
で
受
付

講
師

　小
代
焼
　
一
先
窯
　
山
口
　
友
一
氏

参
加
費
　
大
人
２
，０
０
０
円
・
子
ど
も
１
，５
０

０
円
（
受
講
料
は
当
日
お
支
払
く
だ
さ
い
）

持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
、
新
聞
紙
（
２
〜
３
枚
）
、
筆
（
習
字

用
の
筆
で
も
可
能
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
財
団
法
人
　
大
麻
文
化
会
館

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
５
８
１
１

　
挨
拶
、
言
葉
使
い
の
練
習
で
接
遇
話
法
や
電

話
応
対
を
習
得
し
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
１
日
（
火
）
〜
８
月
４
日
（
金
）

と
こ
ろ
　
玉
名
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
玉
名

市
岩
崎
１
７
３
‐
１
）

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
（
金
）

定
員
　
20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
書
類
選

考
に
て
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
）

応
募
条
件

・
55
歳
以
上
で
農
業
関
係
の
お
仕
事
で
就
職
・

就
業
を
希
望
し
て
い
る
人

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が
お
済
み
の
人
、

ま
た
は
開
催
日
ま
で
に
登
録
を
し
て
い
た
だ

け
る
人

・
講
習
の
全
日
程
を
確
実
に
受
講
出
来
る
人

・
過
去
に
同
じ
講
習
を
受
け
て
い
る
人
や
趣
味
、

教
養
を
目
的
と
し
た
人
は
受
講
出
来
ま
せ
ん

申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他 

受
講
決
定
は
書
類
選
考
後
、
文
書
で
通

知
し
ま
す
。
選
考
に
漏
れ
た
人
に
も
通
知
し

ま
す
。
雇
用
保
険
受
給
中
に
受
講
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
失
業
認
定
日
と
講
習
が
重
な
っ

た
場
合
の
対
応
を
含
め
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
　
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会☎

０
９
６
・
３
１
２
・
３
３
１
０

　
こ
の
事
業
は
、
戦
没
者
遺
児
に
対
す
る
慰
藉

の
一
環
と
し
て
、
父
な
ど
を
国
に
捧
げ
た
戦
没

者
の
遺
児
が
、
一
度
は
亡
き
父
な
ど
の
眠
る
地

に
赴
き
心
ゆ
く
ま
で
の
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
、
現
地
の
人
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
10
万
円
で
す
。
28

年
度
参
加
者
以
外
は
、
複
数
回
の
応
募
が
で
き

ま
す
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
県
遺
族
連
合
会

☎
０
９
６
・
３
５
２
・
６
９
２
５

陸海空自衛官募集

問い合わせ先　防衛省　自衛隊熊本地方協力本部玉名支部　☎0968・72・4211

問い合わせ先　本庁　まちづくり推進課　地域振興係　☎0968・86・5721

採用試験種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験会場

自衛官候補生（男子）
18歳以上
27歳未満

７月１日（土）
～9月８日（金）

１次試験
９月16日（土）

九州看護
福祉大学

自衛官候補生（女子）

一般曹候補生
18歳以上
27歳未満
※高卒者（見込み含む）

航空学生
18歳以上
21歳未満
※高卒者（見込み含む）

１次試験
９月18日（月）

熊本合同
庁舎Ａ棟

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

小
代
焼
一
日
体
験
！

陶
芸
教
室
参
加
者
募
集

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
受
講
者
募
集

申し込み先：クリーンパークファイブ
住　　　所：玉名郡長洲町大字名石浜42番地１　☎0968・78・4433

7月リサイクル体験受講者募集

電話で受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。
その場合は、電話でご連絡いたします。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。

受付
方法

日 時間 講座名 講師名 募集人員 募集期間 準備するもの

20日（木） 午前９時30分
～午後３時

着物リフォーム
「袖なしのエプロン」 土山千代子氏 10人

電話受付 ①着物をほどいたもの
（または、150㎝×90㎝以上の一枚布）
②布に合わせたミシン糸
③50cmものさし　④裁縫道具
⑤筆記用具　⑥弁当
⑦材料費500円

3日（月）午前９時～
12日（水）午後４時　
希望者多数の場合の抽選日
14日（金）午前10時

10 月から運行するおでかけ交通「あいのりくん」の
ドライバー・電話予約受付オペレーターを募集します
　町では、主に自家用車を運転されない人などの生活交通手段として、10月からおでかけ交通「あいの
りくん」の運行を始めます。
　おでかけ交通「あいのりくん」とは、利用登録した人からの電話予約を受け、自宅付近から目的地
（町内の主な公共施設など）までタクシー車両を活用し、「乗り合い」で運行する交通システムです。

　運行にあたり、予約受付オペレーター（９月から町で雇用）、運行車両のドライバー（運行事業者で
雇用）を募集します。詳しくは、お問い合わせください。
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

人
権
の
窓
14

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

た
い 

あ
ん            

し
ゃ
っ
こ
う             

せ
ん
し
ょ
う

      

と
も
び
き             

せ
ん 

ぶ              

ぶ
つ 

め
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

く
う
ぼ
う

今
年
、
手
帳
を
買
っ
た
ら
、
日
付
と
曜
日
の
下
に

「
六
曜
」
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
あ
ま

り
見
な
か
っ
た
の
で
六
曜
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。「

六
曜
」
と
は
「
大
安
」
「
赤
口
」
「
先
勝
」

「
友
引
」
「
先
負
」
「
仏
滅
」
の
順
番
で
一
揃
い
で

す
。
こ
の
「
六
曜
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
末
期
に
中
国

か
ら
日
本
に
伝
わ
り
ま
し
た
が
、
中
国
で
は
と
う
の

昔
に
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
元
来
、
「
六
曜
」
に
は

「
仏
滅
」
な
ど
の
字
句
は
な
く
、
「
空
亡
」
と
表
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
の
末
期
に
、
あ
た
か
も

釈
迦
の
死
と
の
関
係
や
宗
教
的
意
味
が
あ
る
よ
う
な

「
仏
滅
」
と
い
う
表
記
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
文
明
開
化
を
旗
印
と
す
る
明
治
政
府

は
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
十
一
月
、
従
来
の
太

陰
暦
を
太
陽
暦
に
変
更
す
る
「
明
治
の
改
暦
」
を
行

い
、
同
時
に
、
「
『
六
曜
』
な
ど
は
、
根
拠
の
な
い

全
く
の
迷
信
、
妄
想
で
あ
り
、
正
し
い
知
識
の
開
発

を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
暦
へ
の
記
載
を

禁
止
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
明
治
政
府

の
強
い
禁
止
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
色
々
な
形
で
発

行
さ
れ
、
特
に
、
戦
後
の
混
乱
期
に
再
び
流
行
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
仕
組
み
は
現
在
の
七
曜
と
同
じ
よ
う
に
、
た

だ
日
に
ち
を
区
別
す
る
た
め
の
記
号
で
あ
り
、
そ
の

順
番
は
単
純
に
旧
暦
の
月
日
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
今
日
が
旧
暦
の
三
月
三
日
だ
と
し

ま
す
と
、
こ
の
月
の
数
と
日
の
数
を
足
し
ま
す
。
三

＋
三
で
六
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
六
で
割
り
ま
す
。

六
÷
六
で
割
り
切
れ
ま
す
か
ら
「
大
安
」
で
す
。
一

あ
ま
れ
ば
「
赤
口
」
、
二
あ
ま
れ
ば
「
先
勝
」
、
三

あ
ま
れ
ば
「
友
引
」
、
四
あ
ま
れ
ば
「
先
負
」
、
五

あ
ま
れ
ば
「
仏
滅
」
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、

「
大
安
」
↓
「
赤
口
」
↓
「
先
勝
」
↓
「
友
引
」
↓

「
先
負
」
↓
「
仏
滅
」
が
順
番
に
繰
り
返
さ
れ
る
の

で
す
。

「
六
曜
」
で
は
「
大
安
」
は
良
い
日
、
「
仏
滅
」

は
悪
い
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
に
と
っ
て
、

「
良
い
こ
と
」
「
悪
い
こ
と
」
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
「
日
」
そ
の
も
の
に
は
吉
凶
は
な
い
は
ず
で

す
。差

別
の
な
い
地
域
社
会
を
目
ざ
す
人
権
教
育
の
取

り
組
み
で
は
、
「
『
み
ん
な
が
言
っ
て
い
る
こ
と
だ

か
ら
』
と
、
迷
信
や
慣
習
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
、
い
わ
れ
の
な
き
差
別
を
受
け
継
い
で
き
た
土

壌
と
な
っ
て
い
る
」
と
提
起
し
て
い
ま
す
。
私
自
身

が
根
拠
の
な
い
迷
信
や
慣
習
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
か

を
も
う
一
度
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
「
六
曜
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」

短
歌

古
歌
ひ
と
つ
口
に
ふ
ふ
み
て
眠
ら
か
に

　
夢
の
い
く
つ
を
重
ね
て
生
き
て
　
　
　
　
　
　
東
　
左
千
子

連
休
で
美
し
か
っ
た
レ
ン
ゲ
田
も

　
耕
耘
さ
れ
て
米
作
ス
タ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
成
章

朝
茶
飲
む
今
日
の
は
じ
ま
り
健
や
か
に

　
八
十
八
夜
の
歌
口
ず
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
星
　
文
恵

草
の
か
れ
花
も
枯
れ
行
く
様
子
見
て

　
助
け
る
力
我
に
は
あ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
竹
子

青
々
と
勢
い
て
伸
び
る
雑
草
に

　
薄
き
背
中
の
き
り
き
り
痛
む
　
　
　
　
　
　
　
石
山
　
幸
子

若
者
の
重
荷
に
だ
け
は
な
ら
ぬ
や
う

　
体
だ
い
じ
に
九
十
路
を
生
く
　
　
　
　
　
　
　
池
田
た
か
お

か
な
し
き
原
俳
句
会

暮
れ
残
る
筑
紫
平
野
や
麦
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

河
鹿
聞
き
一
と
夜
の
宿
に
や
す
ら
ぎ
ぬ
　
　
　
　
　
　
し
ん
子

亡
き
友
は
心
に
生
き
し
鉄
線
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淑
　
乃

雨
に
日
に
蚊
帳
吊
草
の
増
え
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
み

時
鳥
夜
明
け
の
静
寂
破
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
　
子

楊
貴
妃
の
名
も
て
緋
牡
丹
艶
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

薔
薇
散
り
て
こ
の
世
の
定
め
思
ひ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
淑

雨
予
報
田
植
準
備
も
着
々
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
一

朝
の
日
に
玉
解
く
芭
蕉
揺
れ
初
め
る
　
　
　
　
　
　
　
謙
　
三

菊
水
俳
句
会

子
も
孫
も
皆
そ
ろ
っ
て
種
ま
き
す
　
　
　
　
　
　
原
　
か
よ
子

青
も
み
じ
所
作
美
し
き
墨
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
松
子

虎
耳
草
茶
花
に
選
び
風
炉
手
前
　
　
　
　
　
　
　
中
山
ミ
サ
ト

年
重
ね
小
さ
き
か
ら
だ
衣
更
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
中
ミ
ス
エ

村
じ
ゅ
う
の
田
水
に
映
ゆ
る
山
河
か
な
　
　
　
　
宮
中
　
康
雄

夕
闇
の
せ
ま
れ
ば
激
し
時
鳥
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
　
紘
彦

肥
後
狂
句
会

高
う
低
う
　
段
差
気
に
せ
ず
暮
し
よ
る
　
　
　
　
池
田
　
　
茜

高
う
低
う
　
均
ら
さ
に
ゃ
苗
は
植
え
に
っ
か
　
　
瀬
上
　
歌
子

高
う
低
う
　
新
米
マ
マ
の
床
屋
さ
ん
　
　
　
　
　
庄
山
　
道
草

誰
も
彼
も
　
我
が
が
一
番
可
愛
か
つ
　
　
　
　
　
二
瀬
　
桔
梗

誰
も
彼
も
　
世
界
の
平
和
願
っ
と
る
　
　
　
　
　
福
永
す
み
れ

誰
も
彼
も
　
見
わ
け
の
つ
か
ん
歳
に
な
り
　
　
　
後
藤
　
撫
子

行
っ
た
り
来
た
り
　
今
度
は
メ
ガ
ネ
探
し
と
る
　
石
原
か
わ
せ
み

行
っ
た
り
来
た
り
　
落
と
し
た
指
輪
見
つ
か
ら
ん
　
井
上
り
ん
ど
う

行
っ
た
り
来
た
り
　
赤
提
灯
が
悪
か
た
い
　
　
　
高
木
せ
い
や

和
水
町
人
権
教
育
指
導
員

　
　緒
方 

正
雄

三加和公民館
だ　よ　り

図書室
本紹介

　
直
木
賞
受
賞
後
の
第
1
作
目
!!

　
人
間
が
立
ち
入
れ
な
い
区
域
を
パ
ト

ロ
ー
ル
す
る
ロ
ボ
ッ
ト「
ウ
ル
ト
ラ・エ
イ

ト
」。彼
ら
の
居
住
区
に
あ
る
日
、人
間
が

現
れ
た
。彼
女
の
目
的
は
いっ
た
い
何
な
の

か
…
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
と
彼
女「
財
護
徳
子
」の
温
か

い
三
日
間
の
物
語
で
す
。

「
発
光
病
」と
呼
ば
れ
る
難
病
…
。月

の
光
に
照
ら
さ
れ
る
と
淡
く
光
を
放
つ
と

い
う
。人生

の
終
わ
り
は
そ
こ
ま
で
近
づい
て

い
る
中
で
、精一杯
生
き
よ
う
と
す
る「
ま

み
ず
」。彼
女
を
支
え
る「
卓
也
」の
健
気

で
ま
っ
す
ぐ
な
思
い
。二
人
の
気
持
ち
が

交
錯
す
る
中
で
進
み
だ
す
物
語
。

静
か
に
重
く
胸
を
衝
く
作
品
で
す
。

夏
休
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、お
客
様
が

8
名
し
か
い
らっ
し
ゃ
ら
な
かっ
た
廃
業
寸

前
の
ホ
テ
ル
。そ
ん
な
ホ
テ
ル
を〝
地
域
で

い
ち
ば
ん
の
ホ
テ
ル
〞に
変
え
た
の
は
、「
あ

い
さ
つ
」「
そ
う
じ
」「
で
ん
わ
」で
し
た
。 

〝
人
も
施
設
も
輝
き
だ
す
〞す
ご
い
仕
組

み
が
満
載
の
作
品
と
な
って
い
ま
す
。

宝
田

　圭
一 

著

佐
野

　徹
夜 

著

『 

錆
び
た
太
陽 

』

『 

地
域
で
い
ち
ば
ん
ピ
カ
ピ
カ
な
ホ
テ
ル 

』

『 

君
は
月
夜
に
光
り
輝
く 

』

恩
田

　陸 

著

Q．入籍日は？
A．平成29年２月14日
Q．知り合ったきっかけは？
A．友人の紹介
Q．お互い何と呼び合っていますか？
A．夫：みさきちゃん ❤
　　妻：まことくん
Q．日ごろ生活していくなかで心がけていることは？
A．仲よく　楽しく　元気よく！
Q．奥様から一言！
A．いつもお仕事遅くまでお疲れさま。家のことも手

伝ってくれてありがとう。これからも仲よく過ご
そうね♥♥

※多くの新婚ご夫婦の「新婚さん定住奨励金」の申請をお待ちしています。詳しくは、お問い合わせください。

山迫　慎・美咲さんご夫婦（立石）
やまさこ　 まこと   み さき
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Card

　
７
月
に
入
り
、
梅
雨
も
明
け
て
本
格
的

な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
！
熱
中
症
が
心

配
さ
れ
る
昨
今
で
す
の
で
、
た
ま
に
は
図

書
室
で
涼
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
読
書
の
時

間
を
楽
し
む
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

両
公
民
館
と
も
オ
ス
ス
メ
の
本
が
た
く
さ

ん
あ
り
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♪
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限
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取
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く
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ぼ
う
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」
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し

た
。「

六
曜
」
と
は
「
大
安
」
「
赤
口
」
「
先
勝
」

「
友
引
」
「
先
負
」
「
仏
滅
」
の
順
番
で
一
揃
い
で

す
。
こ
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六
曜
」
は
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鎌
倉
時
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日
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が
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昔
に
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
元
来
、
「
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仏
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い
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行
さ
れ
、
特
に
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戦
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の
混
乱
期
に
再
び
流
行
し
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今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
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組
み
は
現
在
の
七
曜
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う
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た

だ
日
に
ち
を
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号
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り
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そ
の

順
番
は
単
純
に
旧
暦
の
月
日
に
よ
っ
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決
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れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
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日
が
旧
暦
の
三
月
三
日
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と
し

ま
す
と
、
こ
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の
数
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日
の
数
を
足
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ま
す
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三

＋
三
で
六
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
六
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割
り
ま
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六
÷
六
で
割
り
切
れ
ま
す
か
ら
「
大
安
」
で
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。
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あ
ま
れ
ば
「
赤
口
」
、
二
あ
ま
れ
ば
「
先
勝
」
、
三

あ
ま
れ
ば
「
友
引
」
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四
あ
ま
れ
ば
「
先
負
」
、
五

あ
ま
れ
ば
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仏
滅
」
に
な
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ま
す
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こ
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て
、

「
大
安
」
↓
「
赤
口
」
↓
「
先
勝
」
↓
「
友
引
」
↓
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先
負
」
↓
「
仏
滅
」
が
順
番
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繰
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さ
れ
る
の

で
す
。

「
六
曜
」
で
は
「
大
安
」
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日
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仏
滅
」

は
悪
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日
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が
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、

「
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「
日
」
そ
の
も
の
に
は
吉
凶
は
な
い
は
ず
で

す
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別
の
な
い
地
域
社
会
を
目
ざ
す
人
権
教
育
の
取
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は
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「
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み
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だ

か
ら
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、
迷
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入
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と
が
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わ
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の
な
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受
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継
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き
た
土

壌
と
な
っ
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い
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私
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拠
の
な
い
迷
信
や
慣
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縛
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を
も
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度
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え
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た
い
と
思
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し
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。
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？
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茶
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に
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問い合わせ先　まちづくり推進課　地域振興係　☎0968・86・572125│広報なごみ│2017 July│



子育てサークル
ピノッキオでは、「親子の交流」「子育て相談」「子育ての情報提供」「子育てサークル支援」
などをとおして仲間つくりや子育てのサポートを行なっています。    

今月は、子どもの髪の切り方や自分でできるヘアアレンジを一緒に学び
ましょう！
今回は、サークルメンバーのママが先生で教えてくれます。夏に向けて
親子で簡単に楽しくおしゃれしましょう！

　里帰りなどで、チャイルドシート・ジュニアシート
が必要な人は最長７日間貸し出します。詳しくは、
住民課健康福祉係（34・3111）にお尋ねください。

チャイルドシート
短期間貸し出します

と　き ７月28日(金)　　午前10時～正午

開設日 毎週月曜～金曜　午前９時～正午、午後１時半～４時

開設日 毎週　火・木・金
開設時間 午前10時～正午　午後１時～４時

基本事業①親子の交流　②育児相談　③情報提供　④子育て講座・講習

利用できる人 ０歳から就学前の子どもとその保護者・妊婦・子育て支援に携わる人
おじいちゃん、おばあちゃんとの利用も大歓迎です。
※原則として、和水町に住んでいるか働いている人です。また、出産や休暇を利用して帰省中の人も利用できます。

利用料 無料

今月のイベント

ところ 中央公民館（１階和室）
予　約 予約は必要ではありませんが、参加したい方はお知らせ頂けると助かります。

（夏休み中なので、上のお子さん連れもＯｋです。）

魚料理作り
子どもたちも一緒に手伝いながら
料理を楽しみました。

絵本の読み聞かせ
大型絵本やペープサートを楽しん
だ後、ふわふわハンカチ遊びもし
ました。

お母さんの為のヨガ教室。有田
先生のお話とヨガに癒されたひ
とときでした。

お母さんやお友達と元気一杯遊
んだピクニック。とってもいい
お天気で気分も最高でした！

ヨガ

ピクニック

子育てトーク
トイレトレーニングについてグルー
プでトークしました。進めていくと
きのポイントを出し合いました。

『 親子でヘアアレンジ！ 』 

※午前中子育て講座のため、午後からルームを開放させて頂きます。ご了承ください。

11 12 13 1410

18 19 20 2117

24

火 水 木 金月

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

25 26 27 28

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

ピノッキオパーク
うちわ作り
身体測定

ピノッキオパーク
誕生会

（要予約・５日まで）

プールで水遊び
（10時30分～

11時15分）

プールで水遊び
（10時30分～

11時15分）

ピノッキオパーク
七夕会

※午前中のみ開放

※ 午後のみ
　 ルーム開放

※ 午後のみ
　 ルーム開放

5 6

自由にご利用ください。

ピノッキオフレンズ
図書館へ行こう

（中央公民館）
10時半～

ベビーマミー
（０歳児親子・妊婦さん対象）

離食講座
10時半～

ピノッキオパーク
プール開き

看護師のお話
(水着・タオル持参）

園行事の為

※詳しくは『おたより』または、『ホームページ』をご覧ください。

73 4

海の日

7月/11日火

「プール開き（ヨーヨー釣り）」午前
・持ってくるもの　水着(水着用オムツ)、日よけ用帽子、着替え、タオル
・赤ちゃん用のプールもあるので安心ですよ。

7月/ 6日木「七夕交流会」午前　場所：和水町福祉センター（旧あばかん家）
・ふれあい会の人たちと一緒に七夕会をしましょう。

「AED講習会」午前
・万が一に備えて救命法をしっかり学びましょう。

8月/ 3日木「水遊びおもちゃ作り」午前
・廃品を利用したおもちゃを作ります。

7月/20日木
「身体測定」午前・午後
・身長体重を記録したり、７月生まれの子どもには誕生カードのプレゼントがあります。
☆昼ご飯OKの日☆（午前から午後まで連続して利用できます。）
・一日利用する人はお弁当をお持ちください。(パン屋さんが来ます。)

7月/25日火

7月/18日火「リトミック」午前
・親子で音楽遊びを楽しみましょう。

左のマークの日は、自由に利用できます。
イベントの日の午後からもご利用ください。  

子育てひろば

問い合わせ先　菊水ひまわり園内　子育て支援センター　☎0968・86・5655

問い合わせ先　総合支所内　和水町子育てひろば　☎0968・34・3111（内線787）

ピノッキオ

にこにこクラブ
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問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

母子健康手帳交付
受付場所 本庁健康福祉課

①妊婦本人のマイナンバー（個人番号）がわかるカード
②交付届出人（妊婦など）の本人確認ができる顔写真付きの
身分証明書（運転免許証など）　③印鑑
④妊娠届出書等、妊娠の証明ができる書類（医療機関から受
け取られている場合のみで結構です）
⑤上のお子様の母子健康手帳（※第2子以降の方のみ）

・保健・栄養指導を１時間程度実施しますので、時間に余裕
をもってきてください。
・日程の都合がつかない人や総合支所での交付をご希望の人
は、事前にご相談ください。原則、本庁で交付します。

持ってくるもの
受付日時 毎週金曜日　午前９時～11時

そ の 他

和水町立病院休日宿日直医表

休日在宅医

※町立病院の日直医・宿直医は、変更になる場合があります。　
医師にかかる前には、必ず事前に問い合わせをして、担当医師
の確認をしてください。

日　　付 日　　直 宿　　直

７月 1日（土） 皮 膚 科 外 科

７月 2日（日） 皮 膚 科 外 科

７月 8日（土） 皮 膚 科 内 科

７月 9日（日） 皮 膚 科 外 科

７月15日（土） 皮 膚 科 皮 膚 科

７月16日（日） 皮 膚 科 内 科

７月17日（月） 皮 膚 科 総合診療科

７月22日（土） 外 科 外 科

７月23日（日） 外 科 外 科

７月29日（土） 皮 膚 科 皮 膚 科

７月30日（日） 皮 膚 科 外 科

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

７か月児健診6木対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年11月生 13：30～ 健康管理
センター

１歳６か月児健診

２か月児健康相談4火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年4月生 9：30～ 保健
センター

４か月児健診20木

13木

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年3月生 13：30～ 健康管理
センター

１歳児健康相談11火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年
6月・7月生 9：30～ 保健

センター

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H27年
11月・12月生 13：30～ 健康管理

センター

２カ月児健康相談1火対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H29年5月生 9：30～ 保健
センター

７カ月児健診3木対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年12月生 13：30～ 健康管理
センター

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

※次月分は早い時期に実施する２つを載せています。

乳幼児健診

8月

7月

と　　き 病　院　名 連　絡　先

7月 2日（日） 田尻医院（南関町） ０９６８・５３・００１６

7月 9日（日） 和水町立病院 ０９６８・８６・３１０５

7月16日（日） さかき診療所（南関町） ０９６８・５３・１１２５

7月17日（月） 森の里クリニック（和水町） ０９６８・３４・２８００

7月23日（日） 和水クリニック（和水町） ０９６８・８６・６００１

7月30日（日） 山﨑医院（和水町） ０９６８・３４・２６５３
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H23年生まれ（大江田）

パパ   圭　一 さん
ママ   和　美 さん

　納豆・ほうれん草は鉄分や食物繊維、
ビタミンB２が豊富に含まれている食
品の組み合わせです。子どもから高齢
者まで摂取してほしい食品です。

編集後記

※納期限内には必ず納めましょう！

今月の納期

７月31日（月）まで

国民健康保険税 １期
後期高齢者
　 医療保険料　１期

❶ほうれん草はゆでて水にとり、しっかり水気をきり５㎜
幅に切る。ねぎは小口切り、しいたけはみじん切りにする。

❷❶の野菜と納豆、しょうゆ、片栗粉をボウルで混ぜてた
ねにし、これをスプーン１杯分ずつギョーザの皮で包む。

❸蒸し器にキャベツを敷き、❷のギョーザを並べて５～６
分蒸す。

【作り方】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １パック
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20枚～24枚

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120ｇ

納豆
ほうれん草
ねぎ
しいたけ
しょうゆ
片栗粉
ギョーザの皮
キャベツ

【材料（4人分量）】

いつも妹たちのお世話を
してくれてありがとう。
１年生に向けて、年長さ
ん頑張ろうね！

H23年生まれ（馬場）

パパ   雄　三 さん
ママ   千　尋 さん

明るくて元気いっぱい
な銀ちゃんの笑顔にパ
パとママはいつも癒さ
れています。ひまわり
園生活もあと少し。た
くさんの思い出を作っ
てね！ 

人の動き　平成29年５月末日現在（先月比）

人　口 －20）

－12）

－８）

１）

10,424人（前月比 

（前月比

（前月比 

（前月比

男　性 4,917人
女　性 5,507人
世帯数 3,887世帯

出　生 ２人
死　亡 ２３人
転　入 １２人
転　出 １１人

　今年も、もう半年が過ぎました。歳をとるにつれて本当に月日が
経つのは早いと感じますね。
　６月11日に子ども会の球技大会がありました。男子はソフトボー
ル、女子はビーチボールバレーで、どちらも練習の成果が出ていて
白熱していました。白熱していたのは、子どもだけではなく保護者
も応援に熱が入ってました。
　優勝したチームは、７月16日に郡の大会があります。大会まで練
習を重ねていい成績を残せるように頑張ってください！!
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ポ～ズ！はい

写真大募集
　和水町在住のかわいい子どもさん（小学校入学
前）の写真を募集します。
❶ 子どもの氏名・ふりがな
❷ 行政区
❸ 保護者の氏名
❹ コメント（60字以内）
を添えて本庁まちづくり推進課または総合支所住
民課までお持ちください。
※応募多数の場合は順番での掲載となります。ご了承ください。

問い合わせ先 本庁　まちづくり推進課　企画調整係
　　　　　　　　　　　☎0968・86・5721

スリープ


